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と ・う み ・ ひ

●いかに若い人を呼び込むか

●平成29年９月２日（土）~３日（日）　国立大学法人 和歌山大学観光学部
　［主催］ うみ・ひと・くらしフォーラム　［共催］一般財団法人 東京水産振興会、和歌山大学食農総合研究所
　［後援］ 和歌山県、和歌山県漁業協同組合連合会、なぎさ信用漁業協同組合連合会、東海大学海洋学部、
　　　　   国立研究開発法人水産研究・教育機構　水産大学校

うみ・ひと・くらしフォーラム

201７ in 和歌山
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うみ・ひと・くらしフォーラムは、2003年から有志のグループとして毎年１回、全国の漁村女
性グループが集まるシンポジウムを開催し今年は15年目です。この２～３年は、グループ活動を着
実に進めてきた人たちが、将来を展望しつつ自分のやりたいことを言葉で表してみようというテー
マでシンポジウムを行ってきました。
そのようななかで、今年は「いかに若い人を呼び込むか」というテーマにしました。彼らを呼び

込めなければ、1990年前後頃から女性たちが各地で育ててきた活動が止まってしまう恐れも生じ
てきています。本日は、今まで活動に入っていなかった彼らを巻き込んで、活動をいかに持続させ
られるか、あるいは新たな展開をさせられるかということについて、一緒に話していきましょう。

うみ・ひと・くらしフォーラム（副島久実）

ごあいさつ

く ら し シンポ
ジ
ウムと・う み ・ ひ

2017 in 和歌山
●いかに若い人を呼び込むか

●和歌山大学食農総合研究所所長　大西 敏夫氏
私ども和歌山大学の食農総合研究所は共催団体の一員として、また、開催地でもある和歌山

県、和歌山大学を代表し歓迎の意味を込めて、ごあいさつをさせていただきます。
本日は、北は北海道から南は九州までたくさんの方にご参集いただき、また、本学の会場を

利用していただき、感謝申し上げます。この研究所は、昨年の4月1日に設置されたばかりです。
県内の皆さんと一緒に連携して、食と農に関わる分野の研究活動に携わっています。食と農と
言っていますが、実は食と農業、それから林業、漁業、これをひっくるめて食農と呼んでいます。
全国からご参集いただいた農村・漁村女性、それからグループの方々が一堂に会して、意見

交換をしながら様々な活動に生かす。今日のシンポジウムは、そういう場だと聞いています。
シンポジウムのプログラムを拝見し、中身の濃い様々な期待が持てる催しを企画されていると
感じました。シンポジウムが非常に有意義なものになりますよう心から祈念して、歓迎のごあ
いさつとさせていただきます。

●一般財団法人 東京水産振興会 振興部部長　西本 真一郎 
私ども東京水産振興会は、東京築地市場の隣にあります豊海水産埠頭ターミナル基地の管理・
運営をしている一般財団法人で、公益を目的とした日本の水産業の発展・振興に関する普及啓
発事業と調査研究事業を行っています。この普及啓発事業の中で、日本の漁村女性グループ活
動を支援する地域活性化支援事業を行っており、2008年からうみ・ひと・くらしフォーラム
と一緒にシンポジウムを開催しています。
今年度のシンポジウムのテーマは「いかに若い人を呼び込むか」です。担い手の不足を含め

た課題や問題については、水産業界に限らず他の産業分野でも指摘されています。本日は、パ
ネリストの皆様から話題提供いただき、参加者の皆様と活発に議論をしていただいて、課題や
問題点を解決できるヒントが得られることを期待しております。参加いただきました漁村女性
グループの皆様にとって、活動の活性化につながるきっかけづくりの機会としていただきたい
と考えています。

共催者挨拶

主催者挨拶
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参加グループ及び参加者
参加グループ

和歌山県 JF紀州日高女性部　印南町地区 鹿児島県 垂水市漁業協同組合女性部

和歌山県 和歌山南漁業協同組合　田辺女性部 鹿児島県 奄旨海房　魚匠

和歌山県 和歌山南漁業協同組合　湊浦女性部 鹿児島県 奄美小町

和歌山県 和歌山南漁業協同組合　白浜女性部 鹿児島県 (株)漁師の店　さかな

和歌山県 和歌山南漁業協同組合　すさみ女性部 その他の参加者・参加機関
和歌山県 新庄漁業協同組合　女性部 和歌山大学食農総合研究所

和歌山県 和歌山東漁業協同組合　女性部 和歌山大学地域活性化総合センター

和歌山県 宇久井漁業協同組合　女性部 和歌山大学観光学部

石川県 輪島・海美味工房 和歌山県水産振興課

福井県 福井県漁協女性部連合協議会 和歌山県海草振興局

静岡県 静岡県漁業協同組合女性部連合会 和歌山県日高振興局

静岡県 浜名っ娘クラブ 和歌山県西牟婁振興局

三重県 三重県漁協女性部連合会 和歌山県漁業協同組合連合会

三重県 香良洲漁業協同組合女性部 新庄漁業協同組合（和歌山県）

三重県 松坂漁業協同組合女性部 JF和歌山女性連　

三重県 三重県漁村女性アドバイザー なぎさ信用漁業協同組合連合会和歌山支店

三重県 株式会社梶賀コーポレーション 森岡農園（北海道）

広島県 広島県漁協女性部連合会 全国漁業協同組合連合会

広島県 坂町漁業協同組合 福井県農林水産部水産課

山口県 山口県漁業協同組合安下庄支店女性部 静岡県漁業協同組合連合会指導部漁業振興課

山口県 山口県漁業協同組合秋穂支所女性部 三重県漁業協同組合連合会

山口県 山口県漁業協同組合藤曲浦支店女性部 山口県農林水産部農林水産政策課

山口県 山口県漁業協同組合通支店 山口県防府水産事務所

山口県 株式会社三見シーマザーズ 鹿児島県水産技術開発センタ－

高知県 じんべえばばーず 鹿児島県大島支庁 林務水産課

高知県 すくも湾漁業協同組合柏島加工クラブ 長浜漁業集落（鹿児島県）

高知県 満天クラブ 奄美市笠利総合支所　産業振興課

高知県 土佐ひめいち 瀬戸内町 水産振興課

長崎県 ももたろう 徳之島町 農林水産課

大分県 合同会社　漁村女性グループめばる ヤマチョウ（鹿児島県）

鹿児島県 東町漁協女性部 みなと新聞大阪支社

鹿児島県 牛根漁業協同組合女性部 東海大学

プログラム

9月2日（土）

国立大学法人和歌山大学　観光学部（観光学部講義室）
■趣旨説明と活動報告（うみ・ひと・くらしフォーラム）
■試食会

■みんなでトーク

パネリスト
和歌山県漁協女性部連合会（和歌山県） 中本 京子 氏 
和歌浦漁業協同組合 女性部（和歌山県） 藪 江津子 氏 
長浜漁業集落（鹿児島県） 下野 尚登 氏 
全国漁業協同組合連合会 漁政部（東京都） 香取 弘子 氏

9月3日（日）
■やぶ新（〒641-0023　和歌山県和歌山市新和歌浦1-1）

横田邦雄氏から活動経緯の説明／漁船・網・製氷機等の見学、加工場の視察
和歌浦漁港朝市「おっとっと広場」の見学／シラス丼とかき揚げの昼食
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ら
れ
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うみ・ひと・くらしフォーラム 年次報告
（2016年9月～2017年8月）

● うみ・ひと・くらしシンポジウム ●  ジャパン・インターナショナル・シーフードショー
（東京ビッグサイト）の参加・出展、講演　2017年８月

● 出版物

▲

うみ・ひと・くらし
シンポジウム2016
in 静岡　報告書

▲

2017年1月 Vol.8
2017年5月 Vol.9
2017年11月 Vol.10

　地域ミニシンポジウムは皆さんからの要望に柔軟に対応していきま
す。「こんな内容でもいいかしら？」と迷わずに、まずは私たちにご連
絡ください！
　一緒に内容を考えていきたいと思います。

うみ・ひと・くらし通信への寄稿なども
お待ちしております。

　漁村女性グループめばる、佐賀市漁村の会、牡蠣の家しおかぜの
３グループが参加し、輪島海美味工房、土佐ひめいちの２グループが
商品のみの参加をしました。
　また、うみ・ひと・くらしフォーラム（副島）が漁村女性活動の紹
介と地域の水産物を利用した加工品の販売について、講演しました。
　うみ・ひと・くらしフォーラムとして、シーフードショーにまた
参加していきたいと考えています。一緒に参加されたい方はご連絡
ください！

● 地域ミニ・シンポジウム

静岡 2016年
９月

自分の想いを自分のコトバで
－地域とわたしたち－

奄美 2016年
11月

あなたの夢は何ですか？
動き出した自分たちの活動について
考えてみよう

奄美 2017年
５月

日ごろの自分たちをちょっと
見直してみよう
～まな板、包丁の管理どうしていますか？～

皆さんからのアイデアや希望やちょっとしたヒントなどをお願いします。一緒に考えてまいります。

う

3
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あかもくのネバネバ成分にふんだんに含まれるフコイダン。
「紀州あかもく」は固形の状態でも８割近くがフコイダン、

また体内でその効果を発揮するために
貴重な役割を持つ成分フコースも含まれる〝美〟になる海藻で、

海のスーパーフードとして売り出し中です。

JF紀州日高女性部
（和歌山県御坊市）

紀州あかもく

紀伊水道で獲れたごまさばは脂があり、
昔ながらみそ漬けで焼いてお食べください。

和歌山南漁業協同組合田辺女性部
（和歌山県田辺市）

ごまさばのみそ漬け

漁村女性グループが手作りする商品
それは　目の前にある輝くうみとあったかいひとたちに
育まれてくらしを明るく彩る　そんな商品です

おもわずほっこりした気持ちになれる
うみ・ひと・くらし試食会で
うみと　ひとと　くらしをゆっくり楽しんでみませんか？

うみ・ひと

くらし

試食会 和歌山

試食会は、他の漁漁村女性グループがどういううものを作って、

どのよううに売っているかを知るととともに、

訊いたり、教教えたり、自分だったらこうすするといった

意意見などを交換する場です。

今回も、漁村女性ググループが、様々な地元産品品を元にして開発・

改良したた旨いもの、珍しいものが提供供され、

試食食会会場は活気に満ちましたた。
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ひじきと梅のごはんです。
女性部のひじきを使用し、梅も自家製です。

新庄漁業協同組合女性部
（和歌山県田辺市）

ひじきめし

紀州勝浦産の「生まぐろ」を地元の海水塩で整えた、
薄味ですが、しっかりまぐろの美味しさを感じることができます。

和歌山県漁連・JF和歌山女性連
（和歌山県和歌山市）

まぐろ缶の巻きずし

和歌山南漁業協同組合湊浦女性部
（和歌山県田辺市）

旬でなければ食すことができないお寿司です。

あじ寿司

動力を使わず人の力で獲る伝統の
引き寄せ網漁のしらす。

漁法の違いをお楽しみください。

しらす釜揚げ
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生木のマキを燃やして直火で焼きながら
火でいぶした魚の保存食です。

株式会社梶賀コーポレーション
（三重県尾鷲市）

梶賀のあぶり

じんべえばばーず
（高知県土佐清水市）

今が旬のサバ一本を使った姿ずし。

サバの姿ずし

魚嫌いの人でも食べられます。
関西テレビでとりあげられました。

魚のチーズ揚げ

福井県漁業協同組合女性部連合協議会
（福井県福井市）

そのまま食べられます。
煮物などにアレンジもできます。
保存期間は冷蔵で２週間です。

地元おおい町大島で獲れた魚を使っており、
地元の道の駅や農産物直売所で販売しています。

しまジャコ天

鯖のへしこは、鯖を糠漬けにしたもので、
福井を代表する特産品の一つです。
食べ方は、糠を落として生のまま

薄くスライスする刺身、焼いてご飯にのせる、
おにぎり、お茶漬けにしても美味しいです。

鯖へしこ
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大分県佐伯市の郷土料理ごまだしを、
パンに合うようにアレンジしました。茹でた野菜にも合います。

合同会社漁村女性グループめばる
（大分県佐伯市）

パン de ごまだし

女性部が女性目線で作ったぶりのアヒージョです。
「鰤王」の切身を、オリーブオイルとガーリックの

風味豊かなアヒージョに仕立てました。

鰤王のアヒージョ

「鰤王」の切身と柔らかく煮込んだ大根の相性は
抜群で、骨まで食べられます。

ぶり大根味付

東町漁業協同組合女性部
（鹿児島県長島町）

梅酒でイワシの臭みをとり、
山椒味のピリッとした佃煮です。

イワシの梅酒煮

会場風景
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関　

改
め
ま
し
て
、
皆

さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
こ

れ
か
ら
、
み
ん
な
で

ト
ー
ク
を
始
め
た
い

と
思
い
ま
す
。
私
は
う

み
・
ひ
と
・
く
ら
し

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
関
と

い
い
ま
す
。
後
半
の
パ

ネ
ル
の
ほ
う
で
、
交
通

整
備
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

今
日
は
パ
ネ
ラ
ー

と
し
て
、
四
人
の
方

に
お
声
掛
け
を
し
ま

し
た
。
最
初
に
、
こ
の

四
人
の
パ
ネ
ラ
ー
の

方
々
に
自
己
紹
介
を

兼
ね
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ど

う
い
う
活
動
を
し
て

い
る
か
、
ど
う
い
う
思

い
を
持
っ
て
活
動
に

取
り
組
ま
れ
、
あ
る
い

は
ど
う
い
う
思
い
を

持
っ
て
地
域
で
暮
ら
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
い

う
と
こ
ろ
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

食
の
大
切
さ
を
伝
え
る
活
動

中
本　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
湊
浦
女
性
部
の

中
本
で
す
。
今
日
は
私
た
ち
が
、
今
年
三
月
に
漁

協
食
堂
を
開
業
す
る
ま
で
の
、
女
性
部
の
活
動
に

つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
た
ち
の
住
む
田
辺
市
は
、
古
く
か
ら
熊
野
の

玄
関
口
と
し
て
栄
え
、
ま
た
武
蔵
坊
弁
慶
の
生
誕

の
地
で
も
あ
る
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
、
歴
史

あ
る
町
で
す
。
湊
浦
の
漁
業
種
類
は
、
夏
場
は
イ

ワ
シ
漁
、
冬
場
は
シ
ラ
ス
漁
と
大
別
で
き
ま
す
。

シ
ラ
ス
は
船
曳
き
網
と
い
う
漁
法
で
漁
獲
し
、「
磯

間
の
し
ら
す
」
と
し
て
、
大
変
鮮
度
が
い
い
こ
と

で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
女
性
部
は
、
昭
和
三
十
二
年
に
湊
浦

漁
協
の
女
性
部
と
し
て
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

当
時
は
、
地
元
に
カ
ツ
オ
船
も
あ
り
、
イ
ワ
シ
、

シ
ラ
ス
も
た
く
さ
ん
獲
れ
、
ど
の
家
庭
で
も
自
家

加
工
し
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
売
り
に
行
っ
た
楽
し

い
思
い
出
も
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
会
は
田
辺
市

の
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
に
入
っ
て
お
り
、
農
家
や

消
費
者
の
方
た
ち
と
交
流
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

も
っ
と
魚
の
こ
と
、
漁
業
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
鬪
雞
神
社
で
月
一
回

開
催
さ
れ
る
弁
慶
市
に
出
店
す
る
こ
と
に
し
、
水

揚
げ
さ
れ
る
鮮
魚
類
と
、
シ
ラ
ス
の
加
工
品
も
一

緒
に
販
売
し
ま
し
た
。
鬪
雞
神
社
の
名
前
の
由
来

は
、
源
平
時
代
に
源
氏
、平
家
双
方
か
ら
、
熊
野
水

軍
の
援
軍
の
要
請
を
受
け
、
ど
ち
ら
に
加
勢
す
る

か
と
い
う
こ
と
を
、
紅
白
の
シ
ャ
モ
を
戦
わ
せ
て

占
っ
た
故
事
に
よ
る
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
昨
年

二
〇
一
六
年
に
世
界
遺
産
「
紀
伊
山
地
霊
場
と
参

詣
道
」に
追
加
登
録
さ
れ
ま
し
た
。弁
慶
市
の
お
客

さ
ん
の
中
に
は
、
魚
の
さ
ば
き
方
を
尋
ね
る
方
が

お
ら
れ
ま
す
。口
で
説
明
す
る
の
で
す
が
、す
ぐ
に

は
分
か
っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、実
際
に
目

の
前
で
さ
ば
い
て
み
せ
る
と
、
よ
く
分
か
り
ま
す
。

「
慣
れ
で
す
。
誰
に
で
も
で
き
ま
す
。
頑
張
っ
て
挑

戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
」と
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

昨
今
、
魚
離
れ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
い
わ
れ
ま

す
。
で
も
、
決
し
て
魚
が
嫌
い
だ
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
料
理
の
仕
方
が
分
か
ら
な

か
っ
た
り
、
食
べ
方
が
分
か
ら
な
か
っ
た
り
、
時

に
は
高
か
っ
た
り
と
い
う
こ
と
が
要
因
で
は
な
い

か
と
思
う
の
で
す
。
魚
の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て

も
ら
え
れ
ば
、
消
費
は
拡
大
さ
れ
る
は
ず
で
す
。

湊
浦
で
昭
和
六
十
二
年
か
ら
始
め
た
、
海
藻
の
ヒ

うみ・ひと・くらしフォーラム

司
会
進
行
：
関 

い
ず
み
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ロ
メ
の
養
殖
事
業
は
、

作
る
漁
業
を
漁
業
生

産
の
中
に
組
み
入
れ

る
こ
と
が
で
き
、
将
来

の
漁
業
の
在
り
方
を

模
索
す
る
中
、
大
変
意

義
あ
る
こ
と
で
し
た
。

し
か
し
当
初
は
、
消
費

者
か
ら
、
ど
の
よ
う
に

し
て
食
べ
る
の
か
と

い
う
質
問
が
相
次
い

だ
こ
と
か
ら
、
女
性
部

が
ヒ
ロ
メ
の
普
及
を

買
っ
て
出
ま
し
た
。
弁

慶
市
は
じ
め
、
ス
ー

パ
ー
、
デ
パ
ー
ト
、
大

阪
の
物
産
展
ま
で
出

掛
け
、
店
頭
で
ヒ
ロ
メ

の
実
演
販
売
を
行
い

ま
し
た
。
今
も
、
毎
年

京
阪
神
の
ス
ー
パ
ー

で
店
頭
販
売
を
行
っ

て
い
ま
す
。

平
成
元
年
に
和
歌

山
県
Ｊ
Ｆ
女
性
連
は
、

魚
食
普
及
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
こ

う
と
い
う
こ
と
を
、
事

業
と
し
て
採
択
し
、
そ

の
最
前
線
の
普
及
員

と
し
て
、
各
漁
協
の
女

性
部
員
を
お
さ
か
な

マ
マ
さ
ん
に
任
命
し

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
私

た
ち
は
、
魚
好
き
は
子

ど
も
の
時
か
ら
で
は

な
い
か
、
子
ど
も
に
魚
の
良
さ
を
分
か
っ
て
も
ら

お
う
、
未
来
の
消
費
者
を
確
保
し
よ
う
と
、
子
ど

も
た
ち
に
魚
の
料
理
を
教
え
に
、
近
く
の
中
学
校

や
高
校
に
行
き
、
魚
の
さ
ば
き
方
を
教
え
、
生
徒

た
ち
と
一
緒
に
料
理
を
行
い
ま
し
た
。

後
日
、中
学
校
、高
校
の
生
徒
た
ち
か
ら
も
ら
っ

た
感
想
文
の
中
か
ら
、
一
つ
ず
つ
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
は
中
学
生
の
も
の
で
す
。
イ
カ
の
筋
の
よ
う

な
骨
を
見
た
と
き
は
、
イ
カ
は
こ
の
一
本
の
骨
し

か
な
い
か
ら
、
あ
れ
ほ
ど
滑
ら
か
に
、
ゆ
ら
ゆ
ら

泳
げ
る
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
魚
は
骨
が
あ
っ

て
硬
か
っ
た
り
、
ぬ
る
ぬ
る
し
て
い
て
切
り
に
く

い
場
面
も
あ
っ
た
が
、
初
め
て
の
割
に
は
上
手
に

で
き
た
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
魚
の
さ
ば
き

方
が
大
体
分
か
っ
た
の
で
、
少
し
は
家
で
手
伝
い

が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
ア
ジ
の
骨
や
頭
な
ど
で

み
そ
汁
の
だ
し
を
取
っ
た
り
で
き
る
と
い
う
こ
と

を
、
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
魚
に
つ
い
て
、
よ
り
多

く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
生
か
し
、

こ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
魚
料
理
に
挑
戦
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

続
い
て
、
高
校
生
で
す
。
私
は
魚
を
触
っ
た
の

は
初
め
て
で
、
自
分
で
で
き
る
か
な
と
心
配
で
し

た
。
魚
を
さ
ば
く
と
き
は
、
内
臓
や
血
が
出
て
く

る
か
ら
怖
い
し
、
気
持
ち
悪
い
し
、
自
分
に
は
絶

対
無
理
と
か
、
魚
は
ス
ー
パ
ー
で
さ
ば
い
た
も
の

を
買
え
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ア
ジ
を
三

枚
に
お
ろ
し
た
時
、
初
め
は
う
ま
く
い
か
な
か
っ

た
け
れ
ど
も
、
二
匹
目
は
自
分
な
り
に
う
ま
く
で

き
た
と
思
い
ま
し
た
。
イ
カ
の
切
り
方
を
教
え
て

も
ら
っ
て
、
目
玉
が
取
れ
た
時
は
少
し
怖
か
っ
た

け
れ
ど
も
、
イ
カ
で
作
っ
た
春
巻
き
は
と
て
も

お
い
し
か
っ
た
で
す
。
初
め
に
自
分
に
は
絶
対
無

理
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
今
で
は
も
っ
と
や
り
た

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高
校
生
は
家
庭
科
で
全
員
女
子
で
し
た
が
、
中

学
生
は
男
の
子
も
包
丁
を
握
り
ま
し
た
。
昨
今
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
構
築
が
叫
ば
れ
て
い
て
、

少
し
は
啓
発
に
役
立
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
今
、
食

育
と
い
う
こ
と
が
重
要
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
塾
や
習
い
事
が
あ
り
、
ま
た
親
が

共
働
き
で
、
家
族
が
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
食
卓
を
囲

む
と
い
う
こ
と
が
、
少
な
い
時
代
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
小
さ
い
時
か
ら
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
的

な
も
の
で
育
っ
て
き
た
子
ど
も
た
ち
は
、
大
人
に

な
っ
て
も
、
こ
の
食
生
活
を
疑
問
視
す
る
こ
と
な

く
、
そ
の
ま
ま
次
世
代
に
引
き
継
い
で
い
く
よ
う

な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

食
の
大
切
さ
と
い
う
こ
と
は
、
農
業
、
畜
産
業
、

漁
業
の
全
て
を
含
ん
だ
話
で
す
。
そ
し
て
、
私
た

ち
漁
業
者
の
立
場
で
で
き
る
こ
と
が
、
魚
食
普
及

の
活
動
な
の
で
す
。
小
さ
い
時
か
ら
魚
に
触
る
。

触
ら
せ
る
よ
う
心
掛
け
て
も
ら
い
、
魚
を
買
っ
て

く
る
と
き
は
、
な
る
べ
く
一
匹
丸
ご
と
買
っ
て
き

て
、
家
で
料
理
を
す
る
よ
う
に
し
て
、
子
ど
も
に

魚
の
原
型
を
見
せ
て
、
名
前
も
教
え
て
や
っ
て
ほ

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
歳
時
記
に
も
あ
る
よ
う

に
、
魚
に
は
季
節
が
あ
り
ま
す
。
魚
の
素
晴
ら
し

さ
を
分
か
っ
て
も
ら
い
、
旬
の
魚
を
食
卓
に
乗
せ

て
も
ら
え
れ
ば
、
大
変
う
れ
し
い
で
す
。

時
々
、
町
で
出
会
う
お
母
さ
ん
方
か
ら
、
あ
の

時
子
ど
も
に
魚
の
料
理
を
教
え
て
く
れ
た
の
で
、

よ
く
手
伝
っ
て
く
れ
る
と
い
う
の
を
聞
く
と
、
本

当
に
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。
今
年
度
も
十
回
ほ

ど
、
学
校
で
お
さ
か
な
マ
マ
さ
ん
の
料
理
教
室
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
お
さ
か
な

マ
マ
さ
ん
の
活
動
を
通
し
て
、
学
校
を
は
じ
め
各

種
団
体
に
お
邪
魔
し
て
、
魚
食
普
及
活
動
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
成
果
は
ど
う
だ
っ
た
の

か
と
問
わ
れ
れ
ば
、
今
の
と
こ
ろ
は
分
か
り
ま

せ
ん
。
た
だ
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
お

魚
は
お
い
し
い
と
思
っ
て
く
れ
て
、
将
来
自
分
の

鹿児島県薩摩川内市下甑島町長浜生まれ。兵庫県で育ち、24歳
で島にUターン。親の仕事を手伝った後、32歳で独立。現在、自営
漁業経営で、エビ底曳き網中心に家族でエビ加工まで行う。
長浜漁業集落グループの中の若者と年配者をつなぐ役目を果たす。

下野 尚登 氏
長浜漁業集落 代表
（鹿児島県）

和歌山県田辺市出身。和歌山南漁協女性部部長、和歌山県漁協
女性部連合会会長、JF全国女性連理事等を務める。
平成29年３月から地元である和歌山南漁協湊浦支所の荷捌き所

を活用して、新鮮なシラスを提供する食堂を開店し、人気を集めて
いる。

中本 京子 氏
和歌山県漁協女性部連合会 会長

（和歌山県）

和歌山市和歌浦出身。和歌浦漁業協同組合女性部長、和歌山県漁
協女性部連合会副会長等を務める。
「やぶ新」を起業、和歌浦湾で獲れるシラス等の加工販売や交流
施設「おっとっと広場」朝市で「しらす丼」等の提供を行う。地引
網漁体験や魚食普及活動でも活躍。

薮 江津子 氏
和歌浦漁業協同組合 女性部長

（和歌山県）

東京都出身。全国漁業協同組合連合会漁政部。2010年から
JF全国女性連・JF全国漁青連事務局、全国青年・女性漁業者交
流大会等を担当。「漁村女性の皆さんの魅力にどっぷりハマって
います。」

香取 弘子 氏
全国漁業協同組合連合会 漁政部

（東京都）

パ
ネ
リ
ス
ト
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家
庭
で
、
魚
料
理
を
食
卓
に
上
ら
せ
て
く
れ
る
こ

と
だ
と
願
う
ば
か
り
で
す
。

一
方
、
私
た
ち
漁
業
者
の
環
境
は
ど
う
な
の
で

し
ょ
う
か
。
組
合
員
の
減
少
、
漁
業
者
の
高
齢
化
、

漁
獲
量
の
減
少
な
ど
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
置
か

れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
女
性
部
も
活
動
を
行
う
中

で
、
水
揚
げ
の
減
少
は
、
家
計
を
直
撃
す
る
最
重

要
な
課
題
で
す
。
一
番
の
心
配
事
と
い
っ
て
い
い

で
し
ょ
う
。
以
前
、
信
漁
連
や
行
政
か
ら
、
魚
を
メ

ニ
ュ
ー
と
し
た
店
を
出
し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
話

が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
そ
の
頃
は
、
地
元
船
の
水

揚
げ
も
あ
っ
て
、浜
に
活
気
も
あ
り
、将
来
を
見
据

え
て
の
食
堂
の
経
営
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
近
年
の
地
元
船
の
水
揚
げ
の
減
少
に
加

え
て
、カ
ツ
オ
船
も
減
り
、漁
獲
量
も
少
な
く
な
っ

て
く
る
中
、何
と
か
な
ら
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
、
個
人
的
に
、
市
場
は
ぬ
れ
て
い
な
い
と

落
ち
着
き
ま
せ
ん
。
乾
い
て
い
る
と
、
本
当
に
寂

し
く
な
り
ま
す
。
以
前
か
ら
シ
ラ
ス
を
水
揚
げ
し

て
い
る
地
域
で
、
シ
ラ
ス
を
生
で
食
べ
さ
せ
る
店

が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。
う
ち
の
漁
師
は
、

漁
に
出
る
と
き
、
ご
飯
だ
け
持
っ
て
い
っ
て
、
獲

れ
た
シ
ラ
ス
を
、
酢
み
そ
、
酢
じ
ょ
う
ゆ
で
ヌ
タ

に
し
て
食
べ
て
い
ま
す
。
一
番
新
鮮
で
、
お
い
し

い
も
の
を
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
、
沖
に
行
く
た

び
に
食
べ
て
い
ま
す
。
食
堂
を
す
る
な
ら
、
こ
の

自
慢
の
シ
ラ
ス
を
使
っ
て
、
し
ら
す
丼
ぶ
り
を
一

般
の
人
に
食
べ
て
も
ら
っ
た
ら
、
喜
ん
で
く
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

食
堂
を
開
設
す
る
に
当
た
り
、
肝
心
の
シ
ラ
ス

が
い
つ
も
確
保
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が

あ
り
ま
す
。
営
業
日
に
シ
ラ
ス
が
必
ず
獲
れ
る
と

は
限
り
ま
せ
ん
。
ま
し
て
、
漁
獲
量
が
減
少
し
て

い
る
昨
今
で
す
。
冷
凍
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
課
題
に
直
面
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
方
々
に
視

察
に
行
き
、
冷
凍
保
存
の
方
法
も
教
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
も
う
一
つ
、
市
場
に
水
揚
げ
さ
れ
た
も
の

は
、
全
部
競
り
に
掛
け
る
と
い
う
仲
買
と
の
取
り

決
め
が
あ
り
ま
す
。
船
か
ら
直
接
買
う
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
仲
買
に
話
し
、
競
り
の
前
に
先
取
り

す
る
こ
と
を
了
解
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

開
店
の
日
は
慣
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
目

の
回
る
よ
う
な
忙
し
さ
で
し
た
。
県
、
市
の
職
員

さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
が
来
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
お
客
さ
ん
で
来
て
く
れ
て
い
た
町
内
婦
人

会
の
方
た
ち
が
、
文
字
通
り
飛
び
入
り
で
手
伝
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
初
日
は
、
予
想
を
超
え
た
三
百

食
を
売
り
上
げ
ま
し
た
。
開
店
し
て
か
ら
は
や
半

年
が
た
ち
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な

問
題
が
起
こ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
み
ん
な

と
仲
良
く
元
気
に
解
決
し
て
い
き
な
が
ら
、
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
拍
手
）

後
継
者
と
と
も
に
シ
ラ
ス
漁
と

観
光
地
曳
網

藪　

皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。
た
だ
今
ご
紹
介
賜

り
ま
し
た
、
和
歌
山
市
の
和
歌
浦
漁
港
か
ら
来
た

藪
江
津
子
で
す
。

和
歌
浦
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
紀
伊
半
島
の
北
部

に
あ
り
ま
す
。
万
葉
集
に
も
歌
わ
れ
た
風
光
明
媚

な
場
所
で
、
先
日
文
化
庁
が
認
定
す
る
日
本
遺
産

に
「
絶
景
の
宝
庫　

和
歌
の
浦
」
と
し
て
選
ば
れ

ま
し
た
。

和
歌
浦
湾
で
、
私
ど
も
は
シ
ラ
ス
漁
や
観
光
地

曳
網
を
営
ん
で
い
ま
す
。
シ
ラ
ス
漁
は
合
計
三

隻
。
総
勢
四
名
か
ら
五
名
の
男
性
で
行
い
ま
す
。

テ
ン
マ
と
呼
ば
れ
る
船
の
レ
ー
ダ
ー
で
シ
ラ
ス
を

探
し
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
、
ア
ブ
ネ
と
呼
ば
れ
る

網
船
二
隻
で
網
を
曳
っ
張
り
、
漁
を
行
い
ま
す
。

獲
れ
た
シ
ラ
ス
を
、
す
ぐ
に
テ
ン
マ
が
港
ま
で
運

び
ま
す
。
港
に
運
ば
れ
て
く
る
と
、
陸
で
待
っ
て

い
た
私
た
ち
の
出
番
で
す
。
ま
ず
は
、
船
か
ら
約

二
十
キ
ロ
の
シ
ラ
ス
が
入
っ
た
箱
を
、
い
く
つ
も

運
び
上
げ
ま
す
。
大
漁
の
時
な
ど
、
百
個
近
く
に

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
近
く
の
加
工
場

ま
で
、
台
車
に
乗
せ
て
運
び
ま
す
。
私
ど
も
は
、

新
鮮
な
う
ち
に
お
客
さ
ま
に
お
い
し
く
食
べ
て
も

ら
う
こ
と
が
モ
ッ
ト
ー
な
の
で
、
多
く
獲
れ
た
場

合
は
、
予
約
分
と
当
日
販
売
分
を
確
保
し
、
残
り

は
別
の
加
工
業
者
に
買
い
取
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

加
工
場
に
運
ん
だ
シ
ラ
ス
は
、
あ
ら
か
じ
め
沸
騰

さ
せ
て
お
い
た
二
つ
の
釜
で
、
す
ぐ
に
ゆ
で
ま

す
。
シ
ラ
ス
の
大
き
さ
、
季
節
、
そ
の
日
の
天
気
、

温
度
や
湿
度
な
ど
を
考
え
、
ゆ
で
時
間
、
塩
の
量

を
微
調
整
し
な
が
ら
、
手
作
業
で
行
い
ま
す
。
ゆ

で
た
シ
ラ
ス
は
釜
揚
げ
シ
ラ
ス
と
干
し
シ
ラ
ス

に
分
け
ま
す
。
釜
揚
げ
シ
ラ
ス
は
水
切
り
程
度
で

す
が
、
干
し
シ
ラ
ス
は
天
日
干
し
を
し
ま
す
。
そ

の
際
、
シ
ラ
ス
を
ゆ
で
る
作
業
と
同
様
に
、
干
し

加
減
が
難
し
く
、
経
験
が
重
要
で
す
。
シ
ラ
ス
は

パ
ッ
ク
に
詰
め
て
、
全
国
各
地
か
ら
注
文
を
頂
い

て
い
る
分
の
発
送
準
備
や
、
店
頭
販
売
分
に
仕
分

け
を
し
て
い
き
ま
す
。
加
工
場
が
販
売
所
を
兼
ね

て
い
る
の
で
、
五
名
か
ら
七
名
の
ス
タ
ッ
フ
で
、

加
工
と
お
客
さ
ま
へ
の
販
売
を
行
い
ま
す
。

シ
ラ
ス
漁
は
娘
婿
に
任
せ
、
私
は
加
工
場
で
全

て
の
作
業
の
段
取
り
、
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
な
ど
を

行
っ
た
上
で
、
主
に
釜
揚
げ
の
作
業
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
幸
い
、
娘
や
息
子
の
嫁
が
加
工
場
を
手

み
ん
な
で
ト
ー
ク
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伝
っ
て
く
れ
、
ま
た
そ
の
友
達
が
パ
ー
ト
に
来
て

く
れ
て
い
る
の
で
、
意
思
疎
通
は
う
ま
く
で
き
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
い
い
人
た
ち
ば
か
り

で
、
楽
し
く
仕
事
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

続
い
て
、
観
光
地
曳
網
に
つ
い
て
で
す
。
片
男

波
と
い
う
、
平
成
十
八
年
、
環
境
省
に
海
水
浴
場

百
選
、
海
の
部
特
選
と
認
定
さ
れ
た
、
和
歌
浦
漁

港
の
隣
に
あ
る
砂
浜
で
行
っ
て
い
ま
す
。
地
曳
網

を
曳
い
て
も
ら
い
、
獲
れ
た
新
鮮
な
魚
介
類
を
、

お
刺
し
身
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
食
べ
て
も
ら
お

う
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
今
ま
で
は
、
団
体
ツ

ア
ー
の
お
客
さ
ま
や
、
法
人
の
福
利
厚
生
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
で
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と
が
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
は
、
学
校
の
遠
足
や
修

学
旅
行
な
ど
、
体
験
学
習
と
し
て
の
ご
利
用
が
増

え
ま
し
た
。
事
前
の
幹
事
さ
ん
と
の
打
ち
合
わ
せ

や
準
備
を
私
が
行
い
ま
す
が
、
当
日
の
船
の
網
の

準
備
や
、
獲
れ
た
魚
の
調
理
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の

手
伝
い
な
ど
は
、
若
い

漁
師
た
ち
が
行
い
ま
す
。

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
良
く
、

お
客
さ
ま
に
喜
ん
で
い

た
だ
け
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
天
候
に
大
き
く

左
右
さ
れ
る
の
で
、
テ

レ
ビ
や
ネ
ッ
ト
で
の
天

気
予
報
と
に
ら
め
っ
こ

し
な
が
ら
の
段
取
り
は

大
変
で
す
。
ま
た
、
お
客

さ
ま
相
手
の
サ
ー
ビ
ス

の
た
め
ア
ク
シ
デ
ン
ト

も
あ
り
ま
す
が
、
来
て

い
た
だ
い
た
お
客
さ
ま

た
ち
が
自
然
の
中
、
掛

け
声
を
掛
け
な
が
ら
網

を
引
っ
張
っ
た
り
、
生

き
た
魚
に
触
れ
た
り
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
お
い

し
そ
う
に
魚
介
類
を
食

べ
て
い
る
様
子
を
見
る

と
、
本
当
に
や
り
が
い

を
感
じ
ま
す
。

以
上
が
、
日
頃
の
私

の
仕
事
で
す
が
、
こ
う

い
っ
た
場
で
お
話
し
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
不
慣
れ
な
た
め
、
お
聞
き

苦
し
い
点
が
多
々
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
最
後
ま

で
ご
清
聴
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ち
な
み

に
、
私
の
主
人
は
、
長
年
和
歌
浦
漁
協
の
組
合
長

を
し
て
い
ま
す
が
、
現
在
は
漁
業
を
す
る
意
思
は

な
い
よ
う
で
、
漁
の
経
験
を
生
か
し
、
i
P
a
d

を
片
手
に
、
お
か
漁
師
と
し
て
、
シ
ラ
ス
で
は
な

く
珍
し
い
ポ
ケ
モ
ン
を
探
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
拍
手
）

集
落
み
ん
な
で
起
業

下
野　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
甑
島
漁
協
長
浜

漁
業
集
落
の
下
野
で
す
。
私
の
住
む
薩
摩
川
内
市

下
甑
町
は
、
鹿
児
島
県
本
土
西
方
約
三
十
八
キ
ロ

に
浮
か
ぶ
甑
島
列
島
の
南
部
に
位
置
し
、
人
口
が

約
二
千
人
の
町
で
す
。
ボ
ン
ビ
ー
ガ
ー
ル
柴
田
美

咲
ち
ゃ
ん
の
放
映
で
、
皆
さ
ん
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
ボ
ン
ビ
ー
ガ
ー
ル
で
、
私
た
ち

の
エ
ビ
の
イ
ベ
ン
ト
の
取
り
組
み
が
放
映
さ
れ
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
甑
島
で
は
、
キ
ビ
ナ
ゴ
刺
し

網
、
バ
シ
ョ
ウ
カ
ジ
キ
流
し
網
、
定
置
網
、
一
本

釣
り
漁
、
深
海
エ
ビ
底
曳
漁
な
ど
、
沿
岸
漁
業
が

盛
ん
で
す
。

私
は
三
十
九
歳
の
時
に
、
地
区
内
で
は
二
ヶ
統

し
か
な
い
、
好
漁
で
あ
っ
た
タ
カ
エ
ビ
を
漁
獲

す
る
、
小
型
底
曳
網
漁
を
開
始
し
ま
し
た
。
平
成

十
七
年
度
の
、
離
島
漁
業
再
生
支
援
交
付
金
事
業

が
始
ま
っ
た
時
に
長
浜
漁
業
集
落
を
発
足
し
、
集

落
の
み
ん
な
で
地
域
の
振
興
と
活
性
化
に
向
け

て
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。
国
か
ら
の
補
助
金
を

使
っ
て
未
来
に
つ
な
が
る
活
動
支
援
を
す
る
の
が

目
的
で
し
た
。
各
離
島
の
皆
さ
ま
が
取
り
組
む
よ

う
な
活
動
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、
目
標
と
し

た
漁
村
の
活
性
化
は
進
ま
な
い
状
況
で
し
た
。

も
っ
と
将
来
に
つ
な
が
る
活
動
を
す
べ
き
だ

と
思
い
、
二
期
目
と
な
る
平
成
二
十
二
年
度
か
ら

は
、
地
元
の
エ
ビ
を
活
用
し
た
加
工
品
作
り
の
取

り
組
み
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
同

時
期
に
、
国
の
補
助
を
受
け
て
、
い
ろ
い
ろ
な
施

設
が
整
備
さ
れ
て
、
地
域
お
こ
し
の
課
題
を
協
議

す
る
産
地
協
議
会
も
発
足
し
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ

な
支
援
を
も
ら
え
る
こ
と
に
な
り
、
加
工
が
進
む

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
選
別
時
に
出
る
小
さ
な
エ

ビ
を
使
っ
た
商
品
加
工
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。
エ

ビ
入
り
さ
つ
ま
揚
げ
、
エ
ビ
が
原
料
の
ふ
り
か
け

な
ど
を
、
鹿
児
島
大
学
の
水
産
学
部
、
薩
摩
川
内

市
市
役
所
、
観
光
協
会
、
商
工
会
議
所
な
ど
の
協

力
を
得
て
開
発
し
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
商
品

を
、
水
産
関
連
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、
会
員
全
員

で
交
代
で
試
食
販
売
す
る
と
、
予
想
外
の
人
気

で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
売
り
切
れ
て
、
喜
ん
で
し

ま
い
ま
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
に
も
取
り
上
げ
て
も
ら

い
、
商
品
が
問
い
合
わ
せ
に
間
に
合
わ
な
い
ぐ
ら

い
の
ブ
レ
ー
ク
を
し
て
、
組
合
の
電
話
対
応
が

パ
ン
ク
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
メ
ン
バ
ー
は
約
三
十
二
名
。
協
力
人

数
を
入
れ
る
と
五
十
名
近
く
で
す
。
年
齢
が
二
十

代
か
ら
七
十
代
後
半
で
、
孫
と
お
じ
い
さ
ん
の
よ

う
な
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
世
代
が

違
う
メ
ン
バ
ー
が
、
一
致
団
結
し
て
港
の
活
性
化

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
離
島
再
生
交
付
金
を
活
用
し
な
が
ら
、

先
進
地
視
察
と
し
て
、
対
馬
と
種
子
島
、
各
地
域

い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
勉
強
し
に
行
き
ま
し
た
。

先
方
さ
ん
も
快
く
受
け
入
れ
て
く
れ
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
導
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
お
か

げ
で
、
将
来
に
期
待
を
持
て
る
よ
う
な
成
果
を
す

ご
く
挙
げ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
エ
ビ
を
中
心
と

し
た
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
て
、
観
光
客
の
誘

致
も
含
め
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
以
上
で
す
。

（
拍
手
）
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地
域
の
若
手
を
育
て
る

香
取　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
Ｊ
Ｆ
女
性
連
の

事
務
局
を
担
当
し
て
い
る
、
全
漁
連
の
香
取
と
申

し
ま
す
。
本
日
は
こ
の
よ
う
な
貴
重
な
機
会
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
う
い
う
大

勢
の
前
で
お
話
し
し
た
経
験
が
な
い
の
で
、
途
中

で
何
を
言
っ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
と
か
、
意
味

不
明
な
部
分
、
お
聞
き
苦
し
い
点
が
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
広
い
心
で
、
最
後
ま
で
お
付
き
合
い

い
た
だ
け
た
ら
助
か
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

今
回
は
、
Ｊ
Ｆ
女
性
連
の
活
動
に
つ
い
て
、
ご

存
じ
な
い
方
が
多
い
と
思
う
の
で
、
簡
単
に
ご
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
後
、
今
年
一
月

に
立
ち
上
げ
た
Ｊ
Ｆ
全
国
女
性
連
フ
レ
ッ
シ
ュ
・

ミ
ズ
部
会
の
こ
と
や
、
活
動
事
例
と
し
て
は
今
日

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
若
い
方

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

Ｊ
Ｆ
全
国
女
性
連
二
〇
一
七
年
度
の
活
動
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
「
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う　

そ

れ
が
輝
く
未
来
の
第
一
歩　

Ｊ
Ｆ
女
性
部
―
仲
間

の
輪
を
ひ
ろ
げ
て
、
活
動
も
地
域
も
明
る
く
元
気

に
―
」
で
す
。
活
動
の
基
本
方
向
は
、
一
、
東
日
本

大
震
災
被
災
地
支
援
活
動
。
二
、
自
立
し
た
組
織

づ
く
り
と
女
性
の
参
画
の
機
会
づ
く
り
。
三
、
浜

の
環
境
保
全
活
動
。
四
、
水
産
物
消
費
拡
大
活
動
。

五
、
安
全
操
業
の
推
進
。
六
、
全
国
共
通
活
動
の

推
進
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
何
を
や
っ
て
い
る
の
か

と
い
う
と
、
主
な
も
の
と
し
て
、
被
災
地
支
援
活

動
で
は
、
全
国
漁
青
連
と
連
携
し
て
各
種
イ
ベ
ン

ト
に
出
店
し
、
被
災
地
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
の

試
食
や
、
風
評
被
害
払
拭
（
ふ
っ
し
ょ
く
）
の
た

め
水
産
物
の
安
全
・
安
心
を
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
し
て

い
ま
す
。

浜
の
環
境
保
全
活
動
で
は
、
全
国
女
性
連
ブ

ラ
ン
ド
の
せ
っ
け
ん
「
わ
か
し
お
」
の
使
用
推
進

と
、
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
せ
っ
け
ん
講
習
会
の
実
施

推
進
や
、
海
藻
お
し
ば
教
室
を
、
海
を
守
る
青
少

年
体
験
教
育
活
動
と
位
置
付
け
て
、
年
に
二
〜
三

回
開
催
し
て
い
ま
す
。

水
産
物
消
費
拡
大
で
は
、
各
女
性
連
さ
ん
が
実

施
し
た
料
理
教
室
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
費
用
助
成
な

ど
で
す
。

安
全
操
業
の
推
進
で
は
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
の
着
用
率
百
パ
ー
セ
ン
ト
を
目
指
し
て
、
ラ

イ
フ
ガ
ー
ド
レ
デ
ィ
ー
ス
に
よ
る
取
り
組
み
や
、

安
全
講
習
会
の
開
催
等
、
着
用
推
進
の
情
報
発

信
、
主
に
旗
振
り
役
を
行
っ

て
い
ま
す
。

全
国
共
通
活
動
の
推
進
で

は
、
海
難
遺
児
募
金
活
動
な

ど
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

基
本
方
向
の
中
で
も
、
Ｊ
Ｆ

全
国
女
性
連
で
は
、
男
女
共

同
参
画
の
推
進
と
部
員
の
高

齢
化
・
減
少
対
策
を
重
点
推

進
項
目
に
掲
げ
、取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。ど

ち
ら
の
課
題
も
ハ
ー
ド
ル
が

高
く
、
成
果
が
一
朝
一
夕
に
表

れ
る
と
い
う
も
の
で
は
も
ち

ろ
ん
な
い
で
す
が
、
高
齢
化
・

部
員
の
減
少
対
策
に
つ
い
て

は
、
今
年
の
一
月
に
立
ち
上
げ

た
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ミ
ズ
部
会

の
メ
ン
バ
ー
、
今
日
も
参
加

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

そ
の
メ
ン
バ
ー
を
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
と
し
て
、今
後
部
会
を
充

実
・
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。若
手
の
ア

イ
デ
ア
や
行
動
力
、
情
報
発

み
ん
な
で
ト
ー
ク
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信
力
を
フ
ル
活
用
し
て
、
将
来
指
導
的
地
位
へ
成

長
し
て
い
く
若
手
の
育
成
や
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
へ
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。
簡
単
に
言
え
ば
、

仲
間
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
女
性
部

活
動
や
漁
村
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
け
れ

ば
い
い
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
男
女
共
同
参
画
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

で
す
。
今
年
四
月
二
十
八
日
に
、
水
産
基
本
計
画

が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
基
本
計
画
と
い
う
の

は
、
水
産
に
関
す
る
施
策
の
総
合
的
・
計
画
的
な

推
進
を
図
る
た
め
に
、
五
年
に
一
回
見
直
し
が
行

わ
れ
ま
す
。
こ
の
新
基
本
計
画
に
は
、
水
産
業
に

お
け
る
女
性
の
参
画
の
促
進
と
い
う
項
目
が
設
け

ら
れ
「
漁
村
・
水
産
業
分
野
の
特
性
を
踏
ま
え
つ

つ
、
政
府
の
第
四
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
に

関
す
る
目
標
の
達
成
に
向
け
、
漁
協
系
統
組
織
に

お
け
る
女
性
役
員
の
登
用
に
つ
い
て
の
自
主
的

な
目
標
設
定
及
び
そ
の
達
成
に
向
け
た
普
及
啓

発
等
の
取
組
を
推
進
す

る
」
と
明
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
部
分
に
つ

い
て
、
今
後
水
産
庁
か

ら
ど
の
よ
う
な
指
導
が

あ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
Ｊ
Ｆ
全
国
女
性
連

で
は
、
男
女
共
同
参
画

に
つ
い
て
の
対
策
と
し

て
、
意
思
の
疎
通
を
図

る
た
め
に
、
各
Ｊ
Ｆ
役

員
と
所
属
女
性
部
役
員

と
の
懇
談
会
等
の
実
施

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ｆ
グ
ル
ー

プ
運
動
方
針
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
中
に
は
「
女
性
部
と

Ｊ
Ｆ
経
営
層
と
の
間
で

定
期
的
な
協
議
の
場

を
設
け
、
女
性
部
に
お

け
る
Ｊ
Ｆ
経
営
へ
の
理

解
の
浸
透
を
図
る
」
。

「
そ
の
後
、
例
え
ば
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
の

Ｊ
Ｆ
経
営
の
参
画
を
通

じ
て
、
女
性
の
意
思
反

映
を
図
り
、
計
画
的
に
理
事
に
登
用
す
る
等
、
段

階
的
に
取
り
組
む
」
と
い
う
文
言
が
、
何
と
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
記
載
内
容
の
実
現
に
向
け

た
対
策
を
協
議
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

あ
と
は
、女
性
連
役
員
と
水
産
庁
長
官
、全
漁
連

役
員
と
の
懇
談
会
の
実
施
を
通
し
て
、
女
性
の
声

の
反
映
に
努
め
た
り
し
て
い
ま
す
。ま
た
、Ｊ
Ａ
女

性
部
と
の
交
流
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
女
性
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
に
参
加
し
て
連
携
を
深
め
る
な
ど
し
て
い
ま

す
。
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
は
、
女
性
連
の
中

で
も
温
度
差
が
あ
る
し
、
Ｊ
Ａ
と
同
じ
よ
う
に
進

め
て
い
く
に
は
、
男
女
共
に
意
識
の
改
革
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
今
の
世
の
中
、
も
う
そ
う

い
う
時
代
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
女
性
が
発
言

し
や
す
い
、
意
見
が
反
映
さ
れ
や
す
い
環
境
づ
く

り
は
大
切
な
の
で
、
女
性
部
の
方
々
に
引
き
続
き

お
伝
え
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

部
員
の
高
齢
化
・
減
少
対
策
は
、
日
本
の
人
口

が
減
少
し
て
い
く
中
で
、
漁
業
者
女
性
部
員
も

減
少
し
て
い
く
の
は
、
あ
る
程
度
し
よ
う
が
な

い
の
か
と
思
い
ま
す
。
女
性
部
数
が
一
九
八
七

年
が
ピ
ー
ク
で
千
四
百
十
五
部
あ
っ
た
も
の
が
、

二
〇
一
六
年
に
六
百
七
十
部
に
減
少
。
部
員
数
は

一
九
六
一
年
の
二
十
二
万
七
千
人
を
ピ
ー
ク
に
、

二
〇
一
六
年
は
三
万
六
千
人
。
ピ
ー
ク
時
か
ら

十
九
万
人
も
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
は
微

減
で
推
移
し
て
い
ま
す
が
、
漁
協
合
併
も
減
少
し

て
い
く
要
因
の
一
つ
と
聞
い
て
い
ま
す
。

今
回
、
各
県
女
性
部
員
の
年
齢
別
構
成
を
調
査

し
ま
し
た
。
初
め
て
の
試
み
だ
っ
た
の
で
、
対
応

で
き
な
か
っ
た
県
も
あ
り
、
合
計
が
部
員
数
に
合

い
ま
せ
ん
。
次
回
は
完
成
度
の
高
い
デ
ー
タ
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
グ
ラ
フ
を
見
る
と
、
や

は
り
女
性
部
活
動
の
中
心
を
担
う
の
は
五
十
代
、

六
十
代
、
七
十
代
の
方
に
な
っ
て
い
ま
す
。
思
っ

て
い
た
よ
り
も
若
い
方
が
多
い
の
で
、
驚
い
た
と

い
う
か
、少
し
安
心
し
た
よ
う
な
気
も
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
こ
こ
か
ら
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ミ
ズ
部

会
の
立
ち
上
げ
や
、
第
一
回
目
の
部
会
の
ご
報

告
を
し
な
が
ら
、
二
つ
ほ
ど
若
い
方
の
活
動
事

例
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
く
若
い
方

は
、
子
育
て
や
勤
め
て
い
る
の
で
活
動
に
参
加

で
き
な
い
と
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
耳
に
し

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
部
員
の
減
少
を
ど
う
食

い
止
め
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
、
若

い
方
に
入
っ
て
い
た
だ
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｊ
Ａ
女
性
部
の
研
修
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く

と
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ミ
ズ
と
い
う
組
織
が
、
全

て
で
は
な
い
が
各
県
に
存
在
し
て
、
研
修
会
の

中
で
も
フ
レ
・
ミ
ズ
が
報
告
す
る
な
ど
の
場
面

が
あ
り
、
明
る
く
元
気
で
、
と
て
も
い
い
印
象
を

受
け
ま
し
た
。
な
ら
ば
、
Ｊ
Ｆ
で
も
や
れ
な
い
だ

ろ
う
か
と
当
時
の
女
性
連
役
員
さ
ん
に
相
談
し

て
、
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
い
ざ
立

ち
上
げ
る
と
な
る
と
、
準
備
や
予
算
の
面
も
大

変
で
し
た
が
、
東
京
水
産
振
興
会
さ
ん
に
も
ご

支
援
い
た
だ
き
、
関
先
生
に
も
サ
ポ
ー
タ
ー
と

し
て
ご
協
力
い
た
だ
き
、
今
年
の
一
月
に
五
十

歳
以
下
の
若
手
を
メ
ン
バ
ー
に
、
Ｊ
Ｆ
全
国
女

性
連
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ミ
ズ
部
会
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。
多
分
、
立
ち
上
げ
で
一
番
大
変
だ
っ
た
の

が
、
各
県
の
人
選
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
推
薦
し

て
い
た
だ
い
た
、
女
性
連
会
長
・
事
務
局
さ
ん

に
は
、
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

部
会
の
設
置
目
的
で
す
が
、
漁
協
女
性
部
の
活

動
や
地
域
を
活
性
化
す
る
た
め
に
は
、
次
世
代
の

担
い
手
育
成
が
不
可
欠
で
す
。
高
齢
化
・
部
員
の

減
少
対
策
と
し
て
も
、
若
手
女
性
部
員
が
集
う
機

会
を
つ
く
り
、
多
種
多
様
な
研
修
を
受
け
る
こ
と

に
よ
り
、
意
識
・
能
力
の
向
上
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
等
の
習
得
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
同
世
代
の
仲
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間
が
学
び
合
い
、話
し
合
う
こ
と
で
、情
報
交
換
・

共
有
す
る
な
ど
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す

る
と
と
も
に
、
リ
ー
ダ
ー
、
若
手
が
互
い
に
切
磋

琢
磨
す
る
こ
と
に
よ
り
向
上
す
る
、
循
環
型
の

Ｊ
Ｆ
女
性
部
を
目
指
す
と
し
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど

も
言
っ
た
と
お
り
、
仲
間
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
す
。

第
一
回
フ
レ
・
ミ
ズ
部
会
に
は
、
北
は
岩
手
、
南

は
宮
崎
ま
で
九
人
の
若
手
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し

た
。
皆
さ
ん
、
初
め
は
何
で
呼
ば
れ
た
の
か
も
理

解
で
き
な
い
と
い
う
感
じ
で
し
た
が
、
関
先
生
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
に
よ
り
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

し
て
い
く
う
ち
に
、
や
は
り
若
い
方
は
す
ぐ
に
仲

良
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
の
漁
業
や
女
性
部
の
実
態
、
女
性
部
活
動
に

対
し
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
を
意
見
交
換
す
る

中
で
、
若
手
が
参
加
し
や
す
い
女
性
部
の
在
り
方

や
、
若
手
が
参
加
し
な
い
理
由
を
理
解
す
る
機
会

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
隣
同
士
の
地
域
で
も
、
ど

の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
知
ら
な
い
な

ど
、
地
域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
足
し

て
い
る
と
い
う
実
態
も
分
か
り
、
年
代
別
交
流
会

の
開
催
の
要
望
が
出
る
な
ど
、
想
像
し
て
い
た
よ

り
も
積
極
的
な
提
案
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
方
も
、
少
し
リ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
参
加
し
て
収
穫
が
あ
っ
た

と
か
、
有
意
義
な
会
だ
っ
た
、
ま
た
参
加
し
た
い
、

地
元
の
女
性
部
の
良
さ
を
認
識
で
き
た
な
ど
、
大

変
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
人
選

の
苦
労
は
付
き
ま
と
う
と
思
い
ま
す
が
、
立
ち
上

げ
た
以
上
、
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
し
、

よ
り
い
い
会
に
発
展
し
て
い
け
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。
皆
さ
ん
も
、
温
か
く
見
守
っ
て
応
援
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

続
い
て
、
若
手
女
性
の
取
り
組
み
事
例
を
二
つ

ご
紹
介
し
ま
す
。
一
人
目
は
、
熊
本
県
天
草
市
の

益
田
沙
央
里
さ
ん
で
す
。
今
年
三
月
に
開
催
さ
れ

た
、
第
二
十
二
回
全
国
青
年
・
女
性
漁
業
者
交
流

大
会
で
、
養
殖
ク
ル
マ
エ
ビ
の
販
路
拡
大
に
向
け

た
取
り
組
み
―
―
養
殖
ク
ル
マ
エ
ビ
発
祥
県
の

誇
り
を
胸
に
―
―
と
い
う
発
表
を
し
て
、
流
通
・

消
費
拡
大
部
門
で
水
産
庁
長
官
賞
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
ク
ル
マ
エ
ビ
養
殖
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
に
嫁
い
で
、
四
人
の
お
子
さ
ん
を
産
み
育
て
な

が
ら
、
パ
ソ
コ
ン
や
Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
て
、
自

社
の
特
別
な
餌
に
こ
だ
わ
っ
た
ク
ル
マ
エ
ビ
の

ち
ら
し
を
自
分
で
作
成
し
、
何
万
枚
も
の
ち
ら
し

を
自
ら
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
し
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
、
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
、
フ

リ
ー
ペ
ー
パ
ー
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
媒
体
を
駆
使
し

て
市
場
に
出
し
て
い
た
ク
ル
マ
エ
ビ
に
加
え
て
、

個
人
向
け
の
独
自
販
売
に
よ
る
売
り
上
げ
を
、
わ

ず
か
五
年
で
二
百
五
十
万
円
か
ら
三
千
万
円
に
ま

で
増
加
さ
せ
た
方
で
す
。
ま
さ
に
女
性
の
活
躍
、

あ
る
い
は
女
性
の
輝
く
活
動
の
モ
デ
ル
的
な
姿
だ

と
、
交
流
大
会
の
審
査
員
の
先
生
一
同
を
す
ご
く

感
銘
さ
せ
た
取
り
組
み
で
し
た
。

二
人
目
は
、
大
分
県
佐
伯
市
蒲
江
の
橋
本
千
春

さ
ん
で
す
。
こ
の
方
は
、
起
業
を
さ
れ
て
い
て
、

G
ran P

rim
avera

と
い
う
と
こ
ろ
の
代
表
で
、

フ
レ
・
ミ
ズ
部
会
の
部
員
さ
ん
で
す
。
取
り
組
み

内
容
は
、
嫁
ぎ
先
の
水
産
会
社
で
ウ
ニ
を
扱
っ
て

い
て
、
中
に
は
商
品
と
し
て
使
え
な
い
ウ
ニ
が
あ

り
、
何
と
か
利
用
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
っ
て

お
り
、
お
し
ょ
う
ゆ
屋
さ
ん
で
そ
の
よ
う
な
話

を
し
た
と
こ
ろ
、
う
に
じ
ょ
う
ゆ
を
作
ろ
う
と
い

う
話
に
な
り
、
委
託
し
て
作
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
う
に
の
つ
ぶ
つ
ぶ
を
残
し
た
い
と
か
、
う
に

の
色
に
こ
だ
わ
り
た
い
な
ど
試
行
錯
誤
の
結
果
、

こ
ち
ら
のU
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と
い
う
う
に
じ
ょ
う
ゆ

を
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。
二
〇
一
四
年
に
は
、
お
ん

せ
ん
県
お
お
い
た　

味
力
お
も
て
な
し
商
品
最
優

秀
賞
を
受
賞
、
翌
年
に
は
、
む
ら
お
こ
し
特
産
品

コ
ン
テ
ス
ト
食
品
部
門
、
中
小
企
業
庁
長
官
賞
を

受
賞
し
て
い
ま
す
。
蒲
江
と
楽
し
い
こ
と
、
わ
く

わ
く
す
る
こ
と
が
大
好
き
な
方
で
、
四
人
の
お
子

さ
ん
の
お
母
さ
ん
で
す
。
い
い
意
味
で
、
み
ん
な

を
楽
し
い
こ
と
に
巻
き
込
む
能
力
を
持
っ
た
す
て

き
な
方
で
、
ご
自
身
も
平
成
二
十
八
年
度
大
分
県

女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
若

い
方
が
こ
の
方
と
知
り
合
う
と
、
刺
激
を
受
け
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
ま
す
。

九
月
十
四
日
、
十
五
日
、
東
京
で
第
十
八
回

Ｊ
Ｆ
全
国
女
性
連
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ミ
ズ
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
い
う
研
修
会
を
、
こ
れ
は
水
産
庁
補
助
事

業
で
す
が
、
開
催
し
ま
す
。
こ
の
研
修
会
は
、
毎
年

原
則
四
十
五
歳
以
下
の
若
手
を
対
象
に
、
地
方
で

開
催
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
若
い
子
は
い

な
い
と
い
う
批
判
を
浴
び
な
が
ら
も
、
同
じ
補
助

事
業
で
あ
る
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
研
究
集
会
と
の

差
別
化
と
い
う
点
か
ら
、
そ
の
原
則
で
実
施
し
て

い
ま
し
た
。今
回
フ
レ
・
ミ
ズ
部
会
が
立
ち
上
が
っ

た
こ
と
か
ら
、
部
会
の
年
齢
に
合
わ
せ
て
五
十
歳

以
下
の
方
々
で
開
催
し
ま
す
。
Ｊ
Ｆ
全
国
女
性
連

の
活
動
に
関
す
る
紹
介
は
以
上
で
す
。（
拍
手
）

関　

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の

四
人
を
中
心
に
、
今
日
は
み
ん
な
で
ト
ー
ク
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
私
の
ほ
う
か

ら
、
四
人
の
パ
ネ
ラ
ー
の
方
々
に
質
問
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

み
ん
な
で
ト
ー
ク
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自
分
た
ち
の
活
動
の
継
続
が
若
手
の

参
入
の
基
に
な
る

中
本
さ
ん
は
、
漁
協
の
女
性
部
さ
ん
と
し
て
、

ず
っ
と
活
動
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今

は
意
を
決
し
て
、
食
堂
の
営
業
を
始
め
ら
れ
た
わ

け
で
す
。
一
年
前
に
静
岡
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
し

た
時
に
、
ち
ょ
う
ど
中
本
さ
ん
が
食
堂
を
や
ろ
う

か
ど
う
か
と
迷
わ
れ
て
い
た
の
で
す
。
で
す
が
、

静
岡
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
て
、
私
や
る
わ
と

言
っ
て
く
だ
さ
っ
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
一
つ
背

中
を
押
す
き
っ
か
け
に
な
れ
た
の
か
な
と
、
少
し

思
っ
て
い
ま
す
。
中
本
さ
ん
に
質
問
で
す
が
、
中

本
さ
ん
の
と
こ
ろ
で
は
、
若
い
人
の
参
加
は
ど
う

い
う
状
況
に
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
と
、
そ
の
こ

と
に
対
し
て
、
ご
自
身
で
は
ど
の
よ
う
に
思
っ
て

い
る
か
と
い
う
こ
と
を
、
教
え
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

中
本　

女
性
部
と
い
う
こ
と
だ
け
を
言
う
と
、
ま

ず
結
婚
さ
れ
て
い
な
い
男
の
人
が
近
く
に
い
る

の
で
、
そ
の
人
た
ち
が
み
ん
な
結
婚
し
て
く
れ
た

ら
、
多
分
女
性
部
は
で
き
る
と
思
う
の
で
す
。
で

も
、
職
業
柄
沖
へ
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
女
性
の
方
と
出
会
う
時
間

が
少
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
独
身
の
方
が

多
い
の
で
、
女
性
部
に
入
っ
て
く
る
人
が
少
な
い

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
若

い
人
も
い
る
の
で
、
一
緒
に
何
か
し
ま
せ
ん
か
と

誘
う
の
で
す
が
、
私
た
ち
の
若
い
時
分
と
は
違
っ

て
、
今
の
方
は
パ
ー
ト
と
言
え
ど
も
、
本
職
の
人

と
変
わ
ら
な
い
ぐ
ら
い
、
き
ち
ん
と
時
間
で
勤
め

て
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
日
は
ど
う
で
す
か

と
言
っ
て
も
、
す
ぐ
に
は
休
め
な
い
だ
ろ
う
と
思

う
の
で
、
な
か
な
か
そ
こ
に
参
加
す
る
と
い
う
こ

と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
私
た
ち
が
女

性
部
を
続
け
て
い
く
う
ち
に
、
そ
の
方
も
同
じ
よ

う
に
年
が
い
っ
て
く
る
の
で
、
定
年
も
く
る
だ
ろ

う
し
、
ま
た
ご
主
人
の
浜
を
手
伝
う
こ
と
に
も
な

る
で
し
ょ
う
か
ら
、
取
り
あ
え
ず
自
分
た
ち
が
続

け
て
い
く
こ
と
が
、
若
い
方
も
入
っ
て
く
る
時
の

基
に
な
る
と
い
う
と
変
な
言
い
方
で
す
が
、
そ
の

時
の
た
め
に
、
や
は
り
継
続
し
て
や
っ
て
い
く
こ

と
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
然
の
中
で
仕
事
が
で
き
る
魅
力

関　

藪
さ
ん
の
と
こ
ろ
は
、
お
嬢
さ
ん
と
そ
の
旦

那
さ
ん
が
、
や
ぶ
新
さ
ん
の
お
仕
事
を
一
緒
に

や
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
お
嬢
さ
ん
の
旦
那
さ
ん
は

漁
業
と
全
く
違
う
と
こ
ろ
か
ら
入
っ
て
き
て
い
る

の
か
な
と
思
う
の
で
す
が
、
藪
さ
ん
か
ら
見
て
、

漁
業
の
ど
う
い
う
と
こ
ろ
に
、
義
理
の
息
子
さ
ん

や
お
嬢
さ
ん
は
魅
力
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

藪　

と
に
か
く
海
が
好
き
だ
と
思
い
ま
す
。
自
然

の
中
で
仕
事
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、
来
て
く

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
収
入
の
面
で
は
、
決
し

て
い
い
ほ
う
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
タ

コ
つ
ぼ
や
刺
し
網
や
定
置
網
な
ど
を
組
み
合
わ
せ

て
や
っ
て
い
る
の
で
、
何
と
か
い
け
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
娘
婿
さ
ん
は
、
今
、
ア

サ
リ
事
業
を
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
青
年
部
の

若
い
人
た
ち
を
引
き
連
れ
て
や
り
だ
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

関　

実
は
、
明
日
視
察
に
行
か
れ
る
方
は
、
今
話

し
て
い
た
藪
さ
ん
の
お
嬢
さ
ん
の
お
婿
さ
ん
か

ら
、
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
日
は
藪

さ
ん
が
、
年
上
の
立
場
か
ら
若
い
人
を
見
た
話
を

聞
く
の
で
す
が
、
明
日
は
、
若
手
の
人
が
入
っ
て

い
っ
た
経
緯
な
ど
を
聞
か
せ
て
も
ら
え
る
と
思
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

暗
示
に
か
け
て
関
係
性
を
構
築
す
る

下
野
さ
ん
は
、
集
落
の
人
た
ち
と
一
体
と
な
っ

て
、
起
業
活
動
を
や
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、

実
践
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
集
落
の
中
に
は
も

ち
ろ
ん
若
い
人
も
い
る
し
、
年
配
の
方
も
い
る
と

い
う
こ
と
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
若
い
人
と
年
配

の
人
と
を
つ
な
ぐ
役
割
を
、
多
分
下
野
さ
ん
は

や
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
そ

の
中
で
、
苦
労
を
し
て
い

る
点
と
、
こ
う
い
う
工
夫

を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
あ
れ
ば
、
教
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

下
野　

私
た
ち
の
メ
ン

バ
ー
は
、
若
手
と
い
っ
て

も
二
十
代
か
ら
四
十
代

は
十
名
く
ら
い
、
あ
と
は

五
十
五
歳
以
上
で
す
。
ど

こ
の
地
域
も
一
緒
だ
と
思

う
の
で
す
が
、
放
っ
て
お

く
と
、
若
者
と
年
寄
り
と

二
つ
に
分
か
れ
ま
す
。
こ

れ
で
は
、
活
動
が
全
然
成

り
立
た
ち
ま
せ
ん
。
私
は

代
表
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
の
で
す
が
、
代
表

の
仕
事
と
い
う
の
は
み
ん

な
の
輪
を
広
げ
る
よ
う
な

こ
と
が
、
役
割
だ
と
思
っ

て
や
っ
て
い
ま
す
。

若
者
に
は
、
私
が
も
う

一
回
三
十
代
ぐ
ら
い
に

返
っ
て
、
先
輩
方
と
交
流

し
て
い
た
ら
、
も
っ
と
水

揚
げ
が
上
が
っ
た
か
な

と
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
言
い
ま
す
。
そ
う
し
た

ら
暗
示
に
か
か
っ
て
き
ま
す
。
年
寄
り
は
、
放
っ

て
お
く
と
未
来
が
な
い
の
で
、
過
去
の
自
分
の
栄

光
し
か
語
ら
な
い
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
若
者
の

前
で
は
思
い
出
話
と
自
慢
話
は
言
わ
な
い
で
く

れ
と
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を

普
通
の
人
が
言
っ
た
ら
怒
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す

が
、
日
頃
の
付
き
合
い
の
お
か
げ
で
ど
う
に
か
、

お
ま
え
が
言
う
の
な
ら
仕
方
な
い
と
い
う
感
じ
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み
ん
な
で
ト
ー
ク

で
、
聞
い
て
も
ら
え
ま
し
た
。
そ
ん
な
風
に
両
方

の
世
代
に
暗
示
を
か
け
る
と
、
結
構
若
者
と
年
寄

り
が
一
緒
に
な
っ
て
、
お
ま
え
た
ち
は
若
い
か
ら

そ
れ
を
し
ろ
な
ど
で
は
な
く
、
年
寄
り
も
率
先
し

て
、
若
者
が
す
る
よ
う
な
こ
と
を
し
て
く
る
の
で

す
。
一
線
に
立
っ
て
、
力
仕
事
な
ど
も
。
鹿
児
島

県
内
で
も
結
構
私
た
ち
の
活
動
は
注
目
さ
れ
て

い
て
、
あ
そ
こ
は
よ
く
頑
張
っ
て
い
る
と
。
大
し

た
結
果
は
残
さ
な
い
け
れ
ど
も
、
少
し
参
考
に
な

る
と
い
う
感
じ
で
は
い
つ
も
い
わ
れ
て
、
注
目
さ

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

関　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
暗
示
に
か
け

る
。
毎
日
聞
い
て
い
る
と
、
本
当
に
そ
の
よ
う
に

思
っ
て
く
る
か
な
と
。
そ
う
い
う
中
か
ら
、
い

い
関
係
性
と
い
う
の
を
つ
く
り
出
し
て
い
こ
う

と
い
う
の
が
、
下
野
さ
ん
が
一
番
担
っ
て
い
る
、

大
き
な
役
割
の
一
つ
な
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

若
手
は
今
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

見
守
っ
て
い
る

関　

香
取
さ
ん
は
立
場
上
、
主
に
漁
協
の
女
性
部

と
い
う
こ
と
を
全
面
に
出
し
て
の
取
り
組
み
に

な
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。
そ
う
は
い
っ
て
も
、
女

性
部
だ
か
ら
と
か
女
性
部
で
は
な
い
か
ら
な
ど
は

あ
ま
り
関
係
な
く
、
や
は
り
ど
う
い
う
部
分
で
も

漁
業
や
漁
村
の
中
で
、
若
い
人
た
ち
が
少
し
見
に

く
い
と
い
う
状
況
は
あ
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

そ
う
い
う
中
で
香
取
さ
ん
は
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ミ

ズ
部
会
と
い
う
新
し
い
企
画
を
考
え
て
、
そ
れ
を

実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
、
実
際
に
少

し
見
え
に
く
か
っ
た
若
手
の
女
子
た
ち
を
集
め

て
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
交
換
を
し
た
と
き
に
、
若

手
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
思
い
を
持
っ
た
か
と
い

う
と
こ
ろ
を
お
聞
き
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

香
取　

最
初
み
ん
な
に
会
っ
て
お
話
を
聞
く
ま
で

は
、
若
い
人
は
女
性
部
活
動
な
ど
に
は
興
味
な
い

の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
今
ま
で
の
い
ろ
い

ろ
な
会
議
で
若
い
方
の
様
子
の
話
を
伺
っ
た
限

り
で
は
、
地
域
と
い
う
よ
り
も
自
分
た
ち
の
家
の

こ
と
の
方
が
断
然
大
事
に
思
っ
て
い
る
世
代
な

の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
み
ん
な
に
集
ま
っ

て
お
話
を
聞
い
た
ら
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
全
く

な
く
、
そ
の
世
代
で
地
域
の
こ
と
も
考
え
て
い
る

し
、
女
性
部
活
動
の
こ
と
も
考
え
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
。

今
中
心
に
な
っ
て
い
る
の
が
リ
ー
ダ
ー
さ
ん
た

ち
な
の
で
す
が
、
リ
ー
ダ
ー
さ
ん
た
ち
が
活
躍
し

て
い
る
か
ら
、
一
歩
引
い
て
、
こ
の
よ
う
な
言
い

方
は
お
か
し
い
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
あ
る

意
味
リ
ー
ダ
ー
さ
ん
た
ち
が
や
っ
て
い
る
こ
と

を
見
守
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
を
受
け
ま
し
た
。

あ
あ
や
っ
て
、
旗
振
り
役
が
い
な
い
と
駄
目
だ
よ

ね
と
い
う
感
じ
で
、
一
歩
引
い
て
見
守
っ
て
い

ま
す
。
自
分
た
ち
が
そ
こ
に
出
て
い
く
よ
り
も
、

リ
ー
ダ
ー
さ
ん
に
や
っ
て
い
て
い
た
だ
い
た
ほ
う

が
、
う
ま
く
い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象
を

受
け
ま
し
た
。
た
だ
、
リ
ー
ダ
ー
の
や
っ
て
い
た

こ
と
を
自
分
た
ち
も
受
け
継
ぎ
た
い
し
、
あ
と
は

自
分
た
ち
の
提
案
、
例
え
ば
伝
統
料
理
の
教
室
な

ど
も
、
自
分
た
ち
の
料
理
法
を
広
め
て
い
く
の
も

い
い
よ
ね
と
い
う
よ
う
な
話
も
し
て
い
ま
し
た
。

関　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
も
フ
レ
ッ

シ
ュ
・
ミ
ズ
部
会
で
は
、
一
緒
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
の
で
す
が
、
若
い
人
た
ち
だ
っ
て
や
っ

ぱ
り
自
分
の
暮
ら
し
て
い
る
地
域
の
こ
と
は
、
そ

れ
ぞ
れ
に
思
い
を
持
っ
て
い
る
し
、
そ
こ
で
何
と

か
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
の
だ
な
と
い
う
こ

と
を
つ
く
づ
く
感
じ
ま
し
た
。
た
だ
、
そ
れ
を
何

と
か
し
な
く
て
は
と
い
っ
て
、
何
と
か
す
る
や
り

方
が
、
や
は
り
若
い
人
は
若
い
人
の
や
り
方
や
思

い
が
あ
る
だ
ろ
う
し
、
今
ま
で
ず
っ
と
や
っ
て
き

た
人
は
そ
の
思
い
や
や
り
方
が
あ
る
だ
ろ
う
し
、

そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
が
、
実
は
あ
ま
り
話
を
す
る
機
会
が
な
か
な

か
取
れ
な
く
て
、
少
し
誤
解
と
い
う
ほ
ど
で
も
な

い
け
れ
ど
も
、
何
か
分
か
り
合
え
て
い
な
い
部
分

も
実
は
あ
る
の
か
な
と
い
う
こ
と
を
、
少
し
感
じ

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

地
域
の
中
に
、
自
分
の
仕
事
を
作
る

中
川　

三
重
県
尾
鷲
市
か
ら
来
ま
し
た
、
中
川
美

佳
子
で
す
。
今
日
は
、
組
織
の
肩
書
は
梶
賀
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
社
名
で
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
元
々
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
、
尾
鷲
市
に
採
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
去
年
の
春
ま
で
は
東
京
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を

し
て
い
て
、
金
融
の
会
社
に
勤
め
て
い
た
の
で
す

が
、
協
力
隊
と
し
て
、
尾
鷲
市
の
梶
賀
町
と
い
う
、

人
口
百
五
十
人
ぐ
ら
い
の
漁
村
で
、
今
は
住
み

込
ん
で
お
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

仕
事
の
内
容
と
い
う
か
、
採
用
さ
れ
た
時
に
市

役
所
か
ら
言
わ
れ
た
テ
ー
マ
は
、
梶
賀
町
に
伝
わ

る
食
文
化
を
、
元
々
商
品
と
し
て
売
り
出
し
て
い

た
の
で
す
が
、
も
っ
と
し
っ
か
り
商
品
開
発
に
力

を
入
れ
て
、
販
路
を
拡
大
し
て
い
く
と
い
う
、
い

わ
ゆ
る
六
次
産
業
化
の
支
援
を
す
る
と
い
う
仕
事

で
入
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。町
の
ほ
う
で
は
、

も
う
十
年
ぐ
ら
い
婦
人
会
の
方
を
中
心
に
商
品
を
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作
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
イ
ベ
ン
ト
に
売
り
に
行
く
と

い
う
こ
と
ま
で
さ
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
こ
に

入
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
去
年
私
が
入
っ
た

時
点
で
、
も
う
活
動
十
周
年
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に

し
た
い
と
い
う
こ
と
を
皆
さ
ん
が
言
わ
れ
て
い
た

の
で
、
せ
っ
か
く
だ
か
ら
株
式
会
社
に
し
ま
し
ょ

う
と
い
う
こ
と
で
、
今
年
の
五
月
に
会
社
を
立
ち

上
げ
て
、
食
品
加
工
と
販
売
を
や
っ
て
い
ま
す
。

町
自
体
は
大
敷
き
網
、
定
置
網
の
町
で
、
そ
こ

で
獲
れ
た
魚
を
使
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
商
品
を
売

り
出
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
を
市
役
所
や
町
の

区
長
さ
ん
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
今
そ
う
い

う
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
地
元
の

い
わ
ゆ
る
漁
師
の
お
母
さ
ん
方
に
生
産
と
商
品
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
詰
め
ま
で
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
商

談
や
、
商
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
、

私
と
も
う
一
人
デ
ザ
イ
ナ
ー
出
身
の
協
力
隊
の
二

名
で
役
割
分
担
し
て
、
支
援
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
を
や
ら
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
協
力
隊

は
最
大
三
年
ま
で
採
用

し
て
い
た
だ
い
て
、
一

年
ご
と
に
更
新
な
の
で
、

人
に
よ
っ
て
は
、
一
年

で
辞
め
ら
れ
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。私
は

三
年
続
け
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
後
は
、
取
り
あ
え

ず
会
社
を
つ
く
っ
て
い

る
の
で
、
そ
ち
ら
か
ら

収
入
を
得
ら
れ
れ
ば
い

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
は
会
社
か
ら
は
収
入

を
頂
い
て
い
な
く
て
、市

役
所
の
ほ
う
か
ら
お
給

料
を
頂
い
て
い
る
の
で
。

あ
と
は
六
次
産
業
化
と

い
う
取
り
組
み
の
事
例

に
は
な
る
の
で
、そ
う
い

う
の
を
他
の
町
の
方
に

も
い
ろ
い
ろ
伝
え
ら
れ

る
よ
う
な
、プ
ラ
ン
ナ
ー

の
仕
事
も
最
近
始
め
た

の
で
、
そ
の
二
つ
で
食

べ
て
い
け
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
三
年
の
期
間

が
終
わ
っ
て
も
町
に
は
と
ど
ま
っ
て
、
尾
鷲
市
の

中
で
活
動
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

関　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、

彼
女
の
場
合
は
、
自
分
で
仕
事
を
つ
く
っ
て
い
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
が
、
そ
の
よ
う
に

仕
事
が
あ
る
と
、
若
い
人
も
そ
の
地
域
の
中
で
暮

ら
し
て
い
け
る
し
、
地
域
に
残
り
た
い
と
か
地
域

に
い
た
い
と
思
え
ば
、
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す

よ
ね
。

活
動
し
た
こ
と
へ
の
対
価
は
重
要

中
川　

そ
う
で
す
ね
。
今
日
の
お
話
で
、
前
に
い

ら
っ
し
ゃ
る
皆
さ
ん
に
ぜ
ひ
質
問
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
先
ほ
ど
の
下
野
さ
ん

の
お
話
に
通
じ
る
部
分
な
の
で
す
が
、
若
い
人
が

い
ろ
い
ろ
稼
げ
な
い
と
、
な
か
な
か
そ
の
地
域
に

は
住
め
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
去
年
引
っ

越
し
て
、
町
の
方
に
い
ろ
い
ろ
新
し
い
こ
と
が
し

た
い
で
す
と
言
う
と
、
皆
さ
ん
す
ご
く
手
伝
っ

て
く
だ
さ
る
の
で
す
が
、
基
本
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

や
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

例
え
ば
、
何
か
を
よ
そ
に
売
り
に
行
く
の
で
一

緒
に
売
り
に
行
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
か
と
言
っ
て
、

時
給
幾
ら
で
お
願
い
し
ま
す
と
い
う
話
を
す
る

と
、
そ
の
よ
う
な
水
く
さ
い
こ
と
を
言
う
な
と
。

た
だ
で
付
い
て
い
っ
て
あ
げ
る
か
ら
と
い
う
こ
と

を
言
わ
れ
ま
す
。
正
直
、
年
金
を
も
ら
っ
て
い
る

方
は
そ
れ
で
い
い
か
も
し
れ
な
い
で
す
け
れ
ど

も
、
若
い
人
を
ア
ル
バ
イ
ト
で
雇
い
た
い
と
思
う

と
、
き
ち
ん
と
お
給
料
を
払
っ
て
、
お
仕
事
と
し

て
成
り
立
た
な
い
と
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。
今
度
そ
う
す
る
と
、
若
い
人
た
ち
は
、
自
分

は
時
給
が
出
る
の
に
、
あ
ち
ら
の
ベ
テ
ラ
ン
の
お

母
さ
ん
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
や
っ
て
も
ら
っ
て
い

て
、
少
し
心
苦
し
い
と
な
っ
て
し
ま
う
と
、
や
は

り
仕
事
と
し
て
す
ご
く
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
か
な
と
思

い
ま
す
。

ベ
テ
ラ
ン
の
方
が
優
し
い
気
持
ち
で
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
や
っ
て
く
だ
さ
る
の
は
す
ご
く
う
れ
し

い
の
で
す
が
、
き
ち
ん
と
仕
事
と
し
て
対
価
が
も

ら
え
る
よ
う
な
形
で
、
う
ま
く
や
っ
て
い
け
る
方

法
に
な
ら
な
い
と
、
若
い
人
を
こ
ち
ら
も
採
用
し

た
い
と
い
う
の
が
言
い
づ
ら
い
状
況
で
、
そ
う
い

う
お
金
で
人
を
雇
う
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
う
ま
く

行
っ
て
い
る
事
例
や
、
も
し
く
は
皆
さ
ん
の
中
で

苦
労
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
れ
ば
、
お
伺
い
し
た

い
で
す
。
あ
と
は
、
時
給
の
部
分
で
、
私
が
入
る

前
は
、
町
の
方
は
時
給
五
百
円
と
い
う
規
定
で
働

か
れ
て
い
た
よ
う
な
の
で
す
が
、
や
は
り
私
の
目

か
ら
見
る
と
安
過
ぎ
な
い
か
と
思
っ
て
し
ま
う
の

で
、
最
低
賃
金
を
払
い
ま
し
ょ
う
と
今
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
お
金
の
部
分
で
う
ま
く
い
っ

て
い
る
事
例
や
課
題
な
ど
が
あ
れ
ば
、
教
え
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

補
助
金
が
終
わ
っ
た
と
き
、

ど
う
活
動
を
維
持
す
る
か

下
野　

私
た
ち
の
と
こ
ろ
は
、
国
の
離
島
再
生
交

付
金
を
使
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
各
イ
ベ
ン

ト
は
全
部
有
料
で
や
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
資
金
の

中
か
ら
、
時
間
と
日
数
と
で
時
間
幾
ら
、
半
日
や

れ
ば
幾
ら
な
ど
、
最
大
一
日
で
八
千
三
百
円
で

す
。
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
日
当
が
出
な
い
と
き
は
少
し
人
が
集
ま
り

に
く
い
な
ど
、
補
助
金
が
な
く
な
っ
た
と
き
に
、

果
た
し
て
今
の
よ
う
な
盛
り
上
が
り
が
維
持
で
き

る
か
と
い
う
の
が
心
配
で
す
。

あ
と
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
さ
れ
て
い
ま
す

よ
ね
。
う
ち
も
こ
の
活
動
が
す
ご
く
成
果
が
出
ま
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し
た
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
方
に
、
す
ご
く
協

力
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
紹
介
の
中
で
少
し
省
い

た
の
で
す
が
、
彼
ら
の
都
会
か
ら
来
た
感
覚
や
、

デ
ザ
イ
ン
の
才
能
な
ど
、
そ
れ
が
な
か
っ
た
ら
私

た
ち
の
地
域
は
盛
り
上
が
っ
て
い
な
い
と
い
う
の

が
あ
り
ま
す
。
今
で
も
す
ご
く
感
謝
し
な
が
ら
、

協
力
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

関　

例
え
ば
女
性
部
活
動
を
考
え
た
時
に
、
や

は
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
活
動
が
主
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
う
い
う
中
で
、
若
い
人
た
ち
が
時
間
を

使
っ
て
活
動
し
て
も
、
対
価
が
な
い
と
厳
し
い
の

で
は
な
い
か
。
女
性
部
活
動
に
ど
う
し
て
若
い
人

が
入
っ
て
こ
な
い
の
か
と
い
う
と
き
に
、
必
ず
出

て
く
る
話
か
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
の
辺
り
は
実

際
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

報
酬
は
人
を
集
め
る

中
本　

私
は
女
性
部
に
入
っ
て
、
も
う
半
世
紀
以

上
に
な
り
ま
す
。
自
分
の
と
こ
ろ
で
網
元
を
や
っ

て
い
て
、
母
親
が
女
性
部
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。

学
生
時
分
か
ら
私
も
活
動
を
手
伝
っ
て
い
ま
し

た
。そ
の
当
時
は
、女
性
部
の
日
当
な
ど
は
、多
分

二
百
円
か
三
百
円
ぐ
ら
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

女
性
部
自
体
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
や
っ
て

い
ま
し
た
。
年
金
の
集
金
を
し
た
り
、
国
保
を
集

め
た
り
、
郵
便
局
の
簡
易
保
険
を
集
め
た
り
と
い

う
こ
と
で
、
か
な
り
女
性
部
自
身
が
お
金
を
稼

い
で
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
個
人
に
払
う
お
金

は
少
な
い
け
れ
ど
も
、
女
性
部
に
集
ま
っ
た
お
金

で
、
自
分
た
ち
で
は
で
き
な
い
楽
し
み
、
例
え
ば

今
年
は
近
く
の
ど
こ
か
へ
行
こ
う
と
か
、
健
康
器

具
を
買
お
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
や
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
が
、
市
か
ら
そ
の
よ
う
な
こ
と
は

駄
目
だ
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
今
度
は
自

分
た
ち
で
お
金
を
稼
が
な
か
っ
た
ら
、
女
性
部
自

体
が
動
け
な
い
と
い
う
か
、
資
金
が
な
い
と
い
う

か
。
組
合
か
ら
も
景
気
の
い
い
と
き
は
助
成
金
を

た
く
さ
ん
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
そ

う
い
う
こ
と
も
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
女
性
部

も
何
か
し
な
か
っ
た
ら
、
み
ん
な
が
集
ま
る
機
会

が
少
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
、
お
金
に
な
る
い

ろ
い
ろ
な
用
事
を
頼
ま
れ
れ
ば
何
で
も
や
っ
て
い

ま
す
。
そ
う
や
っ
て
女
性
部
の
資
金
を
集
め
て
、

み
ん
な
に
も
今
日
は
こ
れ
だ
け
や
っ
た
か
ら
こ
れ

だ
け
も
う
か
っ
た
と
。
こ
れ
で
ど
こ
か
へ
ま
た
ご

飯
を
食
べ
に
行
こ
う
と
か
、
旅
行
に
行
こ
う
と
い

う
こ
と
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。

漁
業
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
の
で
、
今
は
女
性

部
さ
ん
が
働
い
た
分
、
家
計
の
足
し
に
と
ま
で
は

い
か
な
い
が
、
現
金
で
渡
す
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
自
分
た
ち
だ
け
が
楽
し
む
こ
と
に
使
っ
て

い
た
こ
と
が
収
入
に
な
る
。
と
に
か
く
現
金
を

持
っ
て
帰
っ
て
、
家
に
今
日
は
お
母
さ
ん
も
こ
の

よ
う
な
こ
と
を
し
て
き
た
と
言
え
る
よ
う
な
感
じ

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

今
は
た
ま
た
ま
食
堂
と
い
う
も
の
を
始
め
て
、

ま
だ
県
の
最
低
賃
金
に
は
満
た
な
い
で
す
が
、
や

は
り
少
し
で
も
対
価
が
あ
る
と
集
ま
り
や
す
い
と

思
い
ま
す
。

収
入
と
お
金
以
外
の
満
足
度
と
の

バ
ラ
ン
ス

関　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
金
の
意
味
が

変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
の
か

な
と
感
じ
ま
し
た
。
藪
さ
ん
の
場
合
は
、
家
自
体

が
商
売
で
す
か
ら
、
そ
の
辺
り
は
シ
ビ
ア
だ
と
思

い
ま
す
。
先
ほ
ど
藪
さ
ん
が
、
収
入
は
そ
こ
そ
こ

で
も
海
が
好
き
だ
し
、
収
入
だ
け
で
測
れ
な
い
部

分
の
利
点
と
、
収
入
と
兼
ね
合
わ
せ
た
と
き
に
、

そ
の
人
の
評
価
の
中
で
そ
れ
で
満
足
が
得
ら
れ
れ

ば
、
漁
業
は
い
い
と
い
う
こ
と
な
の
か
な
と
い
う

聞
き
方
を
私
は
し
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
お
給
料

制
な
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
お
金
の
面
で
若

い
人
た
ち
が
納
得
す
る
よ
う
な
配
分
を
ど
の
よ
う

に
さ
れ
て
い
る
の
か
な
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

藪　

船
は
娘
婿
に
任
せ
て
、
地
曳
き
網
や
他
の
仕

事
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
ら
、
取
り
あ
え
ず
若
い
子

た
ち
が
収
入
を
得
て
く
れ
た
ら
い
い
の
で
、
私
た

ち
は
少
し
残
し
て
、
う
ち
を
手
伝
っ
て
く
れ
て
い

る
漁
師
の
子
や
店
の
女
の
子
に
渡
し
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
は
も
う
二
人
で
食
べ
て
い
け
た
ら
い
い

の
で
、
と
に
か
く
若
い
子
に
続
け
て
い
っ
て
ほ
し

い
の
で
、
な
る
べ
く
余
分
に
渡
し
て
い
る
つ
も
り

で
す
。

関　

起
業
や
仕
事
と
し
て
や
る
部
分
と
、
女
性
部

活
動
は
同
じ
土
俵
で
話
せ
な
い
部
分
も
も
ち
ろ
ん

あ
り
ま
す
が
、
若
い
人
を
呼
び
込
む
と
い
う
意
味

は
少
し
共
通
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
か
な
と
思
い
、

こ
の
よ
う
な
話
を
し
て
い
ま
す
。

香
取
さ
ん
、
香
取
さ
ん
は
女
性
部
さ
ん
の
あ

ち
ら
こ
ち
ら
の
活
動
を
見
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
中
で
、
変
わ
っ
て
き
た
と
思
う
よ
う
な

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
女
性
部
活
動
が
変
わ
っ

て
き
た
、
特
に
お
金
と
い
う
こ
と
に
絡
め
て
変

わ
っ
て
き
た
と
思
う
こ
と
が
も
し
あ
れ
ば
、
教

え
て
く
だ
さ
い
。

香
取　

も
う
だ
い
ぶ
前
に
な
り
ま
す
が
、
愛
媛
の

宇
和
島
、
遊
子
漁
協
女
性
部
さ
ん
が
、
一
回
全
部

み
ん
な
で
ト
ー
ク
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な
し
に
し
て
再
出
発
し
ま
し
た
よ
ね
。
あ
の
時

に
、
若
い
方
が
、
や
る
気
の
あ
る
人
た
ち
で
や
っ

て
い
こ
う
と
い
う
時
に
、
や
は
り
賃
金
を
支
払
い

ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、
若
い
方
も
活
動
に
参
加

し
や
す
く
な
る
、
お
う
ち
を
出
や
す
く
な
る
と
い

う
話
を
聞
き
ま
し
た
。

年
に
一
回
、
全
国
女
性
連
の
県
の
会
長
と
事
務

局
会
議
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
出
た
話

で
す
。
あ
る
女
性
部
さ
ん
は
、
役
員
報
酬
を
漁
協

か
ら
頂
い
て
い
ま
す
。
も
ら
っ
て
い
な
い
方
が

「
え
っ
」
と
言
っ
て
、
少
し
荒
れ
る
か
な
と
い
う

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
女
性
部
活
動
は
お
金
を
も

ら
っ
て
や
る
こ
と
で
は
な
い
と
い
う
意
見
が
あ
っ

た
の
で
、
そ
れ
こ
そ
温
度
差
で
す
よ
ね
。
私
個
人

と
し
て
は
、
や
は
り
も
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
や
る

こ
と
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
は
し
ま

す
。
お
叱
り
を
受
け
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
そ
う
い
う
気
が
し
ま
す
。

関　

あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
今
、
人
を

呼
び
込
む
た
め
に
と
、

お
金
の
話
に
だ
ん
だ
ん

な
っ
て
き
た
わ
け
で
す

が
、
こ
の
辺
り
ど
う
で

す
か
。
他
の
皆
さ
ん
の

経
験
や
考
え
方
が
あ
れ

ば
、
ぜ
ひ
教
え
て
ほ
し

い
で
す
。

中
本　

両
方
だ
と
思
う

の
で
す
。
お
金
も
や
は

り
必
要
だ
し
、
お
金
ば

か
り
で
動
い
て
も
ど
う

か
と
思
う
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。
で
す
か
ら
、

仕
事
の
内
容
に
よ
っ

て
、
み
ん
な
の
た
め
と

い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ

地
域
の
た
め
に
な
る
こ

と
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は

当
然
お
金
が
付
か
な
く

て
も
い
い
と
思
う
し
、

み
ん
な
で
何
か
を
作
っ

て
販
売
し
た
り
加
工
し

て
、
そ
れ
を
仕
事
と
し

て
や
っ
た
と
き
に
は
、

今
日
は
日
当
を
も
ら
え
て
良
か
っ
た
と
い
っ
て
、

や
は
り
喜
び
た
い
と
思
う
し
、
両
方
か
け
て
い
く

の
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
出
て
き

て
も
全
然
何
も
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
こ
れ
は

隣
の
人
は
働
き
に
行
っ
て
い
る
の
に
と
い
う
こ
と

に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。
お
金
に
な
る
部
分
と
、

自
分
の
楽
し
み
や
、
自
分
自
身
が
そ
の
こ
と
に

よ
っ
て
何
か
得
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
う
の
で
、

そ
れ
と
両
方
掛
け
持
っ
て
、
そ
こ
そ
こ
や
っ
て
い

く
の
が
一
番
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
も
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
で
、
い
つ
も
そ

れ
ほ
ど
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
の
で
し
ょ
う
が
、

両
方
い
る
の
で
は
な
い
か
と
は
思
い
ま
す
。

関　

こ
こ
に
来
ら
れ
て
い
る
方
で
、
リ
ピ
ー
タ
ー

で
来
ら
れ
て
い
る
方
の
多
く
は
、
女
性
部
活
動
と

い
う
よ
り
か
は
、
自
分
の
起
業
と
し
て
活
動
を
さ

れ
て
い
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
で
す
が
、
そ

う
い
う
起
業
を
何
年
も
一
緒
に
見
さ
せ
て
い
た
だ

く
中
で
、
女
性
の
起
業
活
動
は
、
私
は
そ
こ
に
意

味
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
お
金
も
大
事
、
だ

け
れ
ど
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
そ
の
こ
と
を

や
る
こ
と
で
、
地
域
や
地
域
の
漁
業
な
ど
、
そ
う

い
う
と
こ
ろ
を
熱
く
語
れ
る
人
た
ち
が
、
そ
う
い

う
活
動
を
や
っ
て
い
る
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
が
、
す
ご
く
価
値
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

理
想
は
そ
こ
な
の
で
す
が
、
や
は
り
そ
の
両
方

の
部
分
で
、
ど
う
バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
た
ら
、
み
ん

な
が
ニ
コ
ニ
コ
で
き
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
グ

ル
ー
プ
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ

な
違
い
も
出
て
く
る
か
な
と
も
思
っ
て
い
ま
す
。

で
も
、
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
ず
っ
と
や
っ
て
い
く

の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
で
い
い
か
も
し
れ
な
い

け
れ
ど
、
違
う
人
を
入
れ
て
い
こ
う
と
か
新
し
い

人
を
入
れ
て
い
こ
う
と
な
っ
た
と
き
に
、
今
ま
で

持
っ
て
い
た
お
金
と
気
持
ち
の
バ
ラ
ン
ス
が
、
少

し
ず
つ
変
わ
っ
て
く
る
場
合
も
あ
る
の
で
は
と

考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
先
若
い
人
を
入
れ
て

い
こ
う
と
か
、
新
し
い
人
が
入
っ
て
く
る
と
な
っ

た
と
き
に
、
今
ま
で
の
関
係
か
ら
ま
た
シ
フ
ト
し

て
い
く
こ
と
を
、
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
き

が
、
必
ず
ど
こ
で
も
来
る
の
か
な
と
少
し
思
っ
て

い
ま
す
。

新
規
参
入
に
よ
っ
て
働
き
方
を
見
直
す

新
木　

石
川
県
で
輪
島
海
美
味
工
房
を
や
っ
て
い

ま
す
。
去
年
か
ら
私
が
違
っ
た
活
動
の
事
務
局
の

方
に
活
動
の
重
点
を
置
く
よ
う
に
な
っ
て
、
他
の

メ
ン
バ
ー
に
加
工
の
負
担
が
少
し
掛
か
っ
て
き

た
の
で
、
今
年
の
四
月
か
ら
一
名
加
わ
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。
そ
の
方
は
、
パ
ソ
コ
ン
も
で
き
る
し
、

事
務
的
な
こ
と
も
で
き
る
し
、
加
工
も
で
き
ま

す
。
元
々
漁
業
の
町
の
出
身
で
、
少
し
パ
ー
ト
で

勤
め
て
い
た
方
で
、
六
十
歳
で
定
年
に
な
っ
た
の

で
、
よ
そ
か
ら
声
が
掛
か
か
る
よ
り
先
に
、
こ
ち

ら
か
ら
声
を
掛
け
ま
し
た
。

元
々
関
わ
っ
て
い
た
三
人
は
、
少
し
ず
つ
年
金

で
一
万
円
か
二
万
円
上
乗
せ
が
あ
れ
ば
い
い
ね

と
い
い
な
が
ら
、
大
き
な
借
金
を
突
然
抱
え
た
の

で
、
そ
の
返
済
に
負
担
を
大
き
く
し
な
が
ら
、
年

金
プ
ラ
ス
大
体
二
万
円
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

し
て
今
日
新
し
い
人
に
来
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ

た
の
で
、
仲
間
と
話
し
合
い
し
た
結
果
、
仲
間
は

現
状
維
持
で
い
い
け
れ
ど
も
、
今
来
て
も
ら
う
人

は
大
事
な
人
だ
し
、
ず
っ
と
続
け
て
も
ら
い
た
い

と
い
う
こ
と
で
、
大
体
労
働
基
準
法
の
時
給
の
基

本
プ
ラ
ス
、
わ
ず
か
で
す
が
私
た
ち
の
気
持
ち
を

足
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
仕
事
は
時
給
な
の
で
、

な
る
べ
く
三
人
で
相
談
し
て
、
能
率
的
に
。
今
ま

で
六
時
間
働
い
て
い
た
も
の
を
、
家
に
帰
っ
て
家

事
も
で
き
る
よ
う
に
、
働
く
時
間
を
大
体
四
時
ま

で
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
若
い
人
に
働
い
て
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も
ら
う
と
き
は
、
や
は
り
土

曜
日
と
日
曜
日
を
休
み
に
し

な
い
と
、
な
か
な
か
入
っ
て

き
て
も
ら
え
な
い
の
で
、
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
の
間
に
、

よ
り
短
時
間
で
能
率
的
な
仕

事
を
し
て
、
み
ん
な
が
助
か

る
よ
う
な
方
式
を
み
ん
な
で

考
え
て
今
や
っ
て
い
ま
す
。

毎
月
の
私
た
ち
の
売
り
上

げ
は
、
買
っ
て
も
ら
わ
な
い
と

収
入
が
入
り
ま
せ
ん
。
毎
月

の
売
り
上
げ
を
み
ん
な
に
き

ち
ん
と
報
告
し
て
、大
体
自
分

た
ち
は
一
年
間
で
こ
れ
だ
け

の
稼
働
率
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
計
算
し
な
が
ら
、無
理
な

く
長
く
続
く
、そ
し
て
楽
し
い

と
い
う
こ
と
と
、
そ
れ
か
ら
、

先
ほ
ど
関
先
生
が
言
わ
れ
た

よ
う
に
、や
は
り
漁
業
者
の
女

性
し
か
伝
え
ら
れ
な
い
、温
か

い
手
作
り
の
商
品
作
り
を
目

指
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
中
本
さ
ん
に
お

尋
ね
し
ま
す
が
、
女
性
部
の
構
成
メ
ン
バ
ー
は

百
五
十
二
名
で
す
よ
ね
。
そ
こ
で
、
今
年
か
ら
食

堂
を
や
ら
れ
た
わ
け
で
す
が
、
勤
務
体
制
や
経
営

主
体
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。
大
体
女
性
部
で

食
堂
を
や
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
が
、
経
営
主
体

は
誰
で
す
か
。実
際
的
に
は
、漁
協
が
経
理
を
一
切

や
っ
て
い
て
、
自
分
た
ち
が
ど
れ
だ
け
収
入
を
得

て
い
る
の
か
分
か
ら
な
い
女
性
部
が
多
い
で
す
。

こ
こ
は
大
事
な
と
こ
ろ
な
の
で
、
独
立
採
算
制
な

の
か
漁
協
主
体
な
の
か
と
い
う
の
を
お
聞
き
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
本　

部
員
さ
ん
が
百
五
十
二
名
と
い
う
の
は
、

五
つ
の
漁
協
が
合
併
し
た
、
和
歌
山
南
漁
協
と
い

う
女
性
部
で
す
。
漁
協
食
堂
を
や
り
だ
し
た
と
い

う
の
は
、
元
々
私
は
湊
浦
と
い
う
と
こ
ろ
で
す

が
、
湊
浦
の
女
性
部
だ
け
で
や
り
ま
し
た
。
私
の

と
こ
ろ
が
軌
道
に
乗
っ
て
き
て
、
他
の
地
区
の

み
ん
な
が
賛
成
し
て
く
れ
た
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
持
っ
て
き
て
、
一
緒
に

や
り
た
い
な
と
い
う
希
望
は
あ
り
ま
す
が
、
今
の

と
こ
ろ
は
ま
だ
始
め
た
ば
か
り
で
、
自
分
の
と
こ

ろ
だ
け
で
す
。

今
、
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
組
合
の
市
場
を
借

り
て
い
ま
す
。
古
い
倉
庫
の
よ
う
な
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
の
で
、
そ
こ
を
改
造
し
て
や
り
始
め
ま
し

た
。
お
金
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
金
や
市
の
補

助
金
を
も
ら
い
な
が
ら
、
あ
と
は
自
分
の
と
こ

ろ
の
自
己
負
担
金
だ
け
で
や
っ
て
い
ま
す
。
昔
か

ら
ず
っ
と
長
い
こ
と
女
性
部
を
や
っ
て
い
て
、
少

し
お
金
が
あ
り
ま
し
た
。
女
性
部
か
ら
貸
し
て
も

ら
っ
た
よ
う
な
格
好
に
な
っ
て
、
そ
こ
の
お
金
と

補
助
金
を
合
わ
せ
て
始
め
ま
し
た
。

仕
入
れ
か
ら
商
品
は
何
を
売
る
の
か
、
い
く
ら

で
売
る
の
か
と
い
う
こ
と
も
、
と
に
か
く
組
合
と

は
一
切
関
係
な
く
、
自
分
た
ち
だ
け
で
や
っ
て
い

ま
す
。
電
気
や
お
水
を
使
う
と
い
っ
た
そ
う
い
う

も
の
は
漁
協
さ
ん
に
協
力
を
し
て
も
ら
い
な
が
ら

や
っ
て
い
ま
す
。
月
幾
ら
売
り
上
げ
て
、
そ
の
中

か
ら
給
料
と
し
て
払
い
ま
す
。
材
料
の
仕
入
れ
も

メ
ニ
ュ
ー
作
り
も
み
ん
な
で
寄
っ
て
決
め
た
り
し

ま
し
た
。
今
の
と
こ
ろ
は
女
性
部
の
、
そ
れ
も
有

志
的
な
人
だ
け
で
や
っ
て
い
ま
す
。

賃
金
が
払
え
る
こ
と
は
地
域
貢
献

吉
村　

私
た
ち
も
、立
ち
上
げ
た
時
は
、百
九
十
四

名
の
女
性
部
全
員
で
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
最
初
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
こ
と
で
す
。
と
に
か
く
地
域

を
見
渡
し
た
ら
、
独
居
の
人
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ

て
、
生
き
る
た
め
に
は
何
が
必
要
か
と
い
う
の
を

み
ん
な
で
ト
ー
ク
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考
え
た
と
き
に
、
や
は
り
食
べ
る
こ
と
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
、
取
り
組
ん
だ
事
業
で
す
。

最
初
は
、
本
当
に
そ
う
い
う
小
さ
な
地
域
を
守

る
こ
と
だ
け
で
始
め
ま
し
た
。
長
い
こ
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
な
が
ら
地
域
を
支
え
て
い
ま
し
た

が
、
や
は
り
そ
れ
で
は
出
て
く
れ
る
人
が
面
白
く

な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
出
資
方
式
を

取
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
出
資
金
で
一
人
一
万
円

を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
四
十
二
名
集
ま
り
ま

し
た
。
そ
の
出
資
金
を
元
に
、
事
業
を
拡
大
し
て

い
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

最
初
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
し
た
が
、
少
し
ず
つ

商
品
を
作
っ
た
り
、
そ
の
販
売
に
よ
り
、
お
金
が

少
し
ず
つ
で
き
た
の
で
、
最
初
は
時
給
二
百
円
、

そ
れ
か
ら
三
百
円
、
四
百
円
、
五
百
円
。
そ
う
い

う
時
代
が
随
分
長
く
続
い
た
の
で
す
が
、
平
成

二
十
二
年
に
道
の
駅
が
で
き
て
、
そ
こ
に
レ
ス
ト

ラ
ン
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。私
た
ち
は
、

全
く
そ
こ
に
携
わ
る
気
持
ち
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
店
子
（
た
な
こ
）
で
入
る
ぐ
ら
い
の
気
持
ち

は
あ
り
ま
し
た
が
、
食
堂
を
や
ら
な
い
か
と
い
う

お
話
が
来
た
の
で
、そ
こ
で
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
、

話
し
合
い
な
が
ら
、
で
は
食
堂
を
や
っ
て
み
よ
う

と
な
っ
た
時
に
、
株
式
会
社
を
つ
く
り
ま
し
た
。

そ
の
時
に
、
取
締
役
を
五
名
ほ
ど
つ
く
り
ま
し

た
が
、
い
つ
も
取
締
役
で
話
し
合
い
を
し
な
が

ら
、
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
は
大
体
、
年
間

六
千
万
円
を
少
し
上
回
る
ぐ
ら
い
の
売
り
上
げ
を

挙
げ
て
い
ま
す
。
で
も
、
六
千
万
円
売
り
上
げ
た

か
ら
と
い
っ
て
、
す
ご
い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
は
地
産
地
消
を
す
ご
く
大
事

に
し
て
い
て
、
材
料
代
が
半
分
、
人
件
費
が
半
分
、

そ
の
よ
う
な
会
社
の
経
営
状
態
で
す
。
で
す
か

ら
、
会
社
と
し
て
は
も
う
か
っ
て
い
な
い
が
、
賃

金
が
払
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
地
域
に
大
き
な
貢

献
を
し
て
い
る
、
地
域
活
性
化
に
す
ご
く
貢
献
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

漁
協
と
の
関
わ
り
で
す
が
、
全
然
漁
協
と
は
関

係
な
く
、
漁
協
の
一
室
を
加
工
場
と
し
て
、
家
賃

を
払
っ
て
借
り
て
い
る
と
い
う
状
況
に
は
あ
り
ま

す
。
漁
協
が
貸
し
て
く
れ
る
場
所
が
あ
る
と
い
う

だ
け
で
も
、
と
て
も
い
い
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う

協
力
は
受
け
て
い
る
が
、
き
ち
ん
と
家
賃
を
払
っ

て
、
電
気
、
水
道
、
全
て
自
分
持
ち
で
と
い
う
の

が
私
の
自
慢
で
す
。
女
性
部
だ
け
で
経
営
し
て
い

る
と
い
う
経
営
形
態
な
の
で
、
こ
れ
は
い
つ
も
私

が
自
慢
し
て
話
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ほ
う
に
十
五
名
、
弁
当
・

総
菜
を
作
る
加
工
場
の
ほ
う
に
十
三
名
と
い
う
体

制
で
経
営
し
て
い
ま
す
が
、
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
漁

協
女
性
部
だ
け
で
な
く
、
地
域
全
体
が
元
気
に
な

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
思
い
が
、
取
締
役

の
中
全
員
に
あ
り
、
地
域
か
ら
十
五
名
を
雇
用
し

て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
何
も
し
な
か
っ
た
ら
、
山

口
県
萩
市
三
見
と
い
う
小
さ
い
集
落
は
、
つ
ぶ
れ

る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
、
そ
の
ぐ
ら
い
の
自
負

を
持
っ
て
、
今
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

塩
屋　

三
見
シ
ー
マ
ザ
ー
ズ
で
会
計
や
仕
入
れ

を
担
当
し
て
い
ま
す
。
今
、
代
表
が
言
っ
た
よ
う

に
、
地
域
を
何
と
か
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い

う
の
が
私
た
ち
の
考
え
方
で
す
。
今
私
た
ち
の

メ
ン
バ
ー
の
平
均
年
齢
は
六
十
九
歳
で
す
。
八
十

歳
を
超
え
た
方
も
い
る
し
、
七
十
代
、
六
十
代
が

ほ
と
ん
ど
で
す
。
若
い
人
は
今
四
十
代
が
一
人
、

五
十
代
が
二
人
、あ
と
は
全
部
六
十
歳
以
上
で
す
。

私
た
ち
の
今
一
番
の
課
題
は
、
若
い
人
が
入
っ
て

こ
な
い
こ
と
で
す
。
二
〜
三
日
前
か
ら
、
私
も
事

務
の
関
係
で
労
働
基
準
監
督
署
に
行
っ
て
い
る

が
、
や
は
り
若
い
方
は
賃
金
で
す
。
市
内
か
ら
十

キ
ロ
離
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
若
い
人
は
、
車
で

皆
市
内
の
ほ
う
に
ぱ
っ
と
出
掛
け
ま
す
。
私
た
ち

は
後
継
者
問
題
が
と
て
も
課
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
の
会
の
合
言
葉
は
「
退
職
し
た
ら
い

ら
っ
し
ゃ
い
」
で
す
。
こ
れ
を
テ
ー
マ
に
、
一
生

懸
命
今
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。以
上
で
す
。

関　

今
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
若
い
人
を
呼
び
込

み
た
い
側
の
人
た
ち
に
ず
っ
と
話
を
聞
い
て
い
ま

し
た
。
今
日
は
若
い
方
も
た
く
さ
ん
み
え
て
い
る

の
で
、
呼
び
込
ま
れ
る
若
い
人
と
い
う
、
若
い
人

の
立
場
か
ら
も
意
見
を
聞
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

若
い
人
は
仕
事
や
子
育
て
に

追
わ
れ
て
い
る

境
田　

広
島
県
で
夫
婦
で
カ
キ
の
養
殖
業
を
や
っ

て
い
ま
す
。
近
年
だ
っ
た
ら
、
魚
も
不
漁
と
い
わ

れ
る
よ
う
に
、
カ
キ
の
出
来
も
だ
ん
だ
ん
難
し
く

な
っ
て
き
た
り
、
後
継
者
が
い
な
く
て
辞
め
て
い

く
カ
キ
屋
さ
ん
も
何
軒
か
い
ま
す
。
い
つ
に
な
っ

た
ら
お
嫁
さ
ん
を
も
ら
う
の
と
い
う
人
が
い
た

り
、
女
性
部
も
私
が
一
番
若
い
ぐ
ら
い
で
、
み
ん

な
本
当
に
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
ぐ
ら
い
の
人
た
ち
も

残
っ
て
い
ま
す
。
本
当
は
若
い
奥
さ
ん
を
入
れ
て

く
れ
た
ら
、
も
っ
と
若
い
人
が
盛
り
上
が
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き
る
の
に
と
言
う
の
で
す

が
、
き
ち
ん
と
し
た
と
こ
ろ
で
働
い
て
い
て
、
仕

事
が
忙
し
い
、
子
育
て
が
忙
し
い
。

な
か
な
か
若
い
人
が
入
ら
な
い
の
で
、
特
に
新

し
い
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
す
が
、
一
応
月
に
二

回
ほ
ど
朝
市
を
や
っ
て
い
て
、
そ
こ
で
き
ち
ん
と

調
理
場
も
あ
る
し
、
私
も
カ
キ
の
料
理
で
何
か
で

き
た
ら
と
思
い
な
が
ら
フ
レ
ッ
シ
ュ
・
ミ
ズ
に
参

加
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
他
県
の
方
の
意

見
や
加
工
品
を
見
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ま

だ
ま
だ
勉
強
中
な
の
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
地
元
に

帰
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
な
と

は
思
っ
て
い
ま
す
。

関　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
下

野
さ
ん
の
集
落
の
人
で
、
今
日
ど
の
辺
り
に
座
っ

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
。

毛
井　

若
者
で
は
な
く
て
ば
か
者
な
の
で
す
が
。

正
直
自
分
も
四
十
代
な
の
で
、
若
く
も
な
い
か
も

し
れ
な
い
で
す
が
、
今
日
発
表
し
た
下
野
さ
ん
の

長
浜
漁
業
集
落
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
実
は
、
薩
摩
川
内
市
の
市
役
所
の
職
員
で
、

下
野
さ
ん
に
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
ど
う
し
て
も
来
い
と
い
う
こ
と
で
、
一
緒
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

甑
島
と
い
う
こ
と
で
、
地
元
で
は
漁
協
さ
ん
や

高
齢
者
を
扱
う
養
護
施
設
な
ど
、
ど
こ
も
二
十

代
、
三
十
代
の
方
が
少
な
く
、
か
な
り
全
体
と
し

て
は
人
手
不
足
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
長
浜
漁

業
集
落
は
、
先
ほ
ど
の
下
野
さ
ん
の
発
表
の
と
お

り
、
若
い
人
と
、
ま
だ
下
野
さ
ん
よ
り
上
の
七
十

代
の
方
々
と
、
下
野
さ
ん
が
中
心
に
な
っ
て
輪
を

つ
く
っ
て
い
る
と
い
う
か
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
、

他
の
漁
業
集
落
よ
り
も
ま
と
ま
り
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
、
若
者
が
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
出
し
て
、

今
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
の
若
い
人
た
ち
が
、
自
分
た
ち
で
新
し
い
漁

を
見
つ
け
出
し
て
い
っ
て
い
ま
す
。
今
い
ろ
い
ろ

な
経
験
や
情
報
を
仕
入
れ
、
同
じ
魚
で
も
い
か
に

高
く
売
る
か
、
流
通
体
制
や
、
今
ま
で
鹿
児
島
県

の
県
漁
連
の
ほ
う
に
出
荷
し
て
い
た
の
を
、
築
地

の
ほ
う
ま
で
送
っ
た
り
工
夫
を
し
て
、
若
い
人
た

ち
も
い
ろ
い
ろ
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

若
者
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
よ
う
な

活
動
を
続
け
る

吉
田　

由
比
港
漁
協
の
吉
田
と
申
し
ま
す
。
私
た

ち
の
由
比
港
漁
協
で
は
、
比
較
的
若
者
が
多
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
私

が
考
え
る
と
こ
ろ
で
は
、
上
の
世
代
の
方
は
役
員
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が
回
っ
て
く
る
と
い
う
時
期
を
見
越
し
て
、
突
然

に
お
嫁
さ
ん
と
世
代
交
代
し
て
役
を
逃
れ
る
と
い

う
実
情
で
す
。
意
欲
が
あ
っ
て
、
私
頑
張
る
わ
と

い
う
形
で
若
手
が
入
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
た
だ
、
そ
う
い
う
若
手
を
い
か
に
取
り

込
ん
で
い
く
か
と
い
う
の
は
、
中
本
さ
ん
が
お
っ

し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
今
ま
で
引
き
継
い
で
き
た
事

業
、
活
動
を
、
淡
々
と
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
引
っ
張
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
若
者
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
自
分
た
ち

が
だ
ん
だ
ん
中
心
的
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
い
く
こ

と
が
大
切
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
れ
と
、
シ
ー
マ
ザ
ー
ズ
の
退
職
者
よ
ど
う
ぞ

来
て
く
だ
さ
い
と
い
う
お
話
か
ら
、
私
の
経
験
を

少
し
お
話
し
し
ま
す
。
私
は
三
十
歳
ぐ
ら
い
で
夫

の
父
が
急
逝
し
た
の
で
、
夫
と
サ
ク
ラ
エ
ビ
漁
業

を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
当
時
、
う
ち
の
乗
組

員
は
、
私
た
ち
の
親
よ
り
上
の
よ
う
な
世
代
が
年

金
を
も
ら
っ
て
乗
っ
て
い
る
の
が
実
情
で
し
た
。

そ
の
方
た
ち
が
船
を
降
り
る
と
、
や
は
り
ま
た
年

金
世
代
が
乗
っ
て
く
る
と
い
う
状
況
で
し
た
。
し

ば
ら
く
す
る
と
、社
会
が
だ
ん
だ
ん
変
わ
り
、サ
ー

フ
ィ
ン
が
大
好
き
な
人
が
漁
業
者
と
し
て
入
り
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
は
乗
組
員
の
方
を
夫
が
バ
ス
を

運
転
し
て
港
ま
で
送
ら
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
で

し
た
。
で
も
、
若
い
人
は
自
ら
運
転
し
て
来
て
く

れ
ま
す
。
船
の
免
許
も
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
、
私
た
ち
は
と
て
も
喜
び
ま
し
た
。
力
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
時
間
帯
に
来
て
一
生
懸
命
働
い
て
く

れ
ま
す
。
こ
れ
ほ
ど
い
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

世
代
や
分
野
を
超
え
た
連
携

吉
田　

こ
う
い
う
若
い
人
は
日
中
は
サ
ー
フ
ィ
ン

を
謳
歌
し
て
、
夜
私
ど
も
の
漁
業
に
や
っ
て
き
ま

す
。
漁
業
だ
け
で
は
食
べ
ら
れ
な
い
の
で
、
年
末

に
は
だ
て
巻
き
屋
さ
ん
へ
行
っ
た
り
、
お
茶
農
家

へ
行
っ
て
み
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
へ
行
っ

て
、
そ
れ
な
り
に
収
入
が
あ
れ
ば
、
自
分
の
趣
味

や
実
益
を
兼
ね
て
、
生
活
を
謳
歌
し
て
い
ま
す
。

少
し
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
六
次
産
業
化
を
全

部
漁
業
者
で
成
り
立
た
せ
る
な
ど
、
そ
う
い
う
話

も
私
に
は
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
協
力
隊

の
よ
う
な
方
が
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
し
て
く
だ
さ
る

と
か
、
餅
は
餅
屋
で
、
連
携
し
て
い
く
よ
う
な
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

関　

今
の
お
話
で
「
あ
っ
」
と
思
っ
た
の
は
、
今

回
は
若
い
人
と
い
う
こ
と
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
当
て

て
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
取
り
込
む
か
と
い
う
こ

と
で
話
し
て
い
る
が
、
実
は
若
い
人
も
含
め
て
、

地
域
の
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の
人
、
い
ろ
い

ろ
な
職
業
や
い
ろ
い
ろ
な
年
齢
や
、
性
別
も
違
っ

た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
実
は
い
て
、
そ
う
い
う

人
た
ち
を
、
こ
の
人
た
ち
だ
け
と
い
う
の
で
は
な

く
、
も
っ
と
間
口
を
広
げ
て
取
り
込
ん
で
い
く
と

い
う
こ
と
も
、
一
つ
大
事
な
こ
と
だ
し
、
活
動
の

幅
を
広
げ
る
と
い
う
意
味
で
は
、
実
は
そ
う
い
う

こ
と
も
大
事
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
、

今
吉
田
さ
ん
の
ご
意
見
か
ら
私
は
感
じ
ま
し
た
。

そ
れ
は
下
野
さ
ん
の
活
動
に
つ
な
が
る
か
な
、
と

思
い
ま
す
。

下
野　

や
は
り
こ
の
活
動
が
な
い
と
、
若
い
世
代

と
親
の
世
代
、
お
じ
い
さ
ん
の
世
代
が
交
わ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
若
い
方
は
若
い
方

だ
け
で
、
港
の
端
の
ほ
う
で
わ
い
わ
い
。
そ
し
て
、

年
寄
り
は
ま
た
違
う
端
の
ほ
う
で
昔
話
に
花
を
咲

か
せ
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
、
う
ち
の
港
も
例
外

で
な
く
、
そ
れ
が
当
た
り
前
で
し
た
。

こ
の
活
動
を
通
じ
て
、
日
当
を
稼
ぐ
と
い
う
こ

と
も
大
事
な
の
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
交
流
が
で

き
て
、
自
然
と
若
者
と
年
寄
り
が
交
流
す
る
と
、

漁
師
で
は
な
い
人
た
ち
も
、
漁
師
が
元
気
だ
と
い

う
こ
と
で
、
話
で
も
聞
き
た
い
と
い
う
感
じ
が
生

ま
れ
て
き
て
、
結
構
交
流
が
す
ご
く
地
域
を
挙
げ

て
活
発
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

他
所
か
ら
来
た
人
が
、地
域
活
動
を
担
う

関　

こ
こ
に
い
る
方
た
ち
も
、
そ
う
い
う
方
が
た

く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。
も
と
も
と
漁
家
の
方

も
い
れ
ば
、
全
く
漁
業
と
関
係
の
な
い
と
こ
ろ
か

ら
そ
の
地
域
に
入
っ
て
き
て
、
結
婚
が
主
だ
と
思

う
の
で
す
が
、
漁
業
の
世
界
に
入
っ
て
、
そ
し
て

今
が
あ
る
と
い
う
人
た
ち
も
非
常
に
多
い
か
な
と

今
思
い
ま
し
た
。

そ
う
す
る
と
、
実
は
そ
う
い
う
人
た
ち
は
、

元
々
漁
業
と
関
係
な
い
人
だ
っ
た
の
が
、
今
は
最

も
漁
業
と
深
く
関
わ
る
、
漁
業
目
線
で
物
を
言
う

人
た
ち
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
う
い
う

人
が
増
え
て
い
け
ば
い
い
な
、
と
思
い
ま
し
た
。

藪
さ
ん
も
、
実
は
漁
業
と
は
関
係
な
い
と
こ
ろ

か
ら
結
婚
さ
れ
て
、
漁
業
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
す
ね
。
最
初
は
ど
う
で
し
た
か
。
戸
惑
い

な
ど
は
あ
り
ま
し
た
か
。

藪　

そ
う
で
す
ね
。
朝
は
四
時
前
に
起
き
な
い
と

い
け
な
い
し
、
上
の
人
の
お
弁
当
は
作
ら
な
い
と

い
け
な
い
し
、
そ
れ
は
大
変
で
し
た
。
今
は
子
供

三
人
を
育
て
、
漁
業
を
自
分
の
仕
事
と
し
て
没
頭

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

関　

他
所
か
ら
漁
村
に
入
っ
て
き
て
、
今
や
す
っ

か
り
漁
家
の
女
性
だ
と
い
う
人
た
ち
が
、
こ
の
会

み
ん
な
で
ト
ー
ク
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場
に
も
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

入
っ
て
き
た
時
、
も
ち
ろ
ん
今
も
お
若
い
と
思
い

ま
す
が
、
も
っ
と
若
か
っ
た
時
に
、
ぽ
ん
と
そ
の

土
地
に
入
っ
て
き
て
、
ど
の
よ
う
な
感
じ
方
を
し

た
か
、
そ
れ
が
今
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る

か
と
い
う
辺
り
を
少
し
聞
い
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

白
間　

奄
美
か
ら
来
ま
し
た
。
奄
美
小
町
の
白

間
で
す
。
元
々
主
人
は
島
の
人
間
で
し
た
。
何
を

思
っ
た
の
か
田
舎
に
帰
っ
て
、
漁
師
を
し
た
い
と

い
う
の
で
つ
い
て
来
ま
し
た
。
漁
師
も
漁
も
何
も

経
験
が
な
い
、
東
京
で
育
っ
た
の
で
、
は
い
来
ま

し
た
と
い
う
こ
と
で
、
魚
の
解
体
も
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
最
初
に
や
っ
た
の
は
、
瀬
渡
し
船
で
す
。

そ
の
後
近
場
の
魚
か
ら
始
ま
っ
て
、
今
は
本
格
的

な
漁
師
で
、
キ
ン
メ
ダ
イ
を
釣
っ
て
い
ま
す
。
私

は
そ
う
い
う
魚
を
食
べ
て
、
今
小
町
で
食
堂
を
し

て
い
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
魚
の
味
が
少
し
は

分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
参
考
に
し

な
が
ら
、
島
の
魚
の
料
理
を
し
て
い
ま
す
。

島
に
は
熱
帯
の
き
れ
い
な
魚
が
い
ま
す
が
、
中

に
は
毒
の
あ
る
も
の
も
結
構
い
ま
す
。
そ
れ
を
気

に
し
な
が
ら
料
理
を
し
て
い
ま
す
。
島
な
の
で
天

気
が
非
常
に
悪
い
こ
と
も
多
く
、
月
に
二
週
間
ぐ

ら
い
し
か
営
業
で
き
ま
せ
ん
。
ほ
と
ん
ど
は
、
刺

し
身
を
メ
イ
ン
に
し
て
い
る
の
で
、
天
気
が
悪
い

と
き
は
強
気
で
休
ん
で
い
ま
す
。
何
で
休
む
か
と

い
え
ば
、
天
気
は
悪
い
し
、
魚
は
高
い
か
ら
で
き

ま
せ
ん
と
言
っ
て
休
ん
で
い
ま
す
。

起
業
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
は
、上
は
七
十
六
歳
、

下
は
四
十
七
歳
で
、
五
名
で
す
。
あ
と
は
た
ま
に

若
い
漁
協
職
員
さ
ん
が
、
魚
の
解
体
な
ど
を
手

伝
っ
て
く
れ
ま
す
。
み
ん
な
楽
し
み
な
が
ら
活
動

し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
や
っ
て
い
け
る
秘
訣
だ

と
思
い
ま
す
。
東
京
で
食
べ
な
か
っ
た
魚
を
奄
美

に
来
て
食
べ
て
い
る
の
が
特
権
で
す
。
今
は
す
っ

か
り
島
人
で
す
。
島
の
美
味
し
い
料
理
を
食
べ

て
、
真
ん
丸
に
な
り
ま
し
た
。
色
も
黒
く
な
り
ま

し
た
。

子
ど
も
が
三
人
い
て
、
二
人
は
女
の
子
で
す
。

上
の
娘
は
魚
の
解
体
が
で
き
ま
す
。
下
の
娘
に
も

教
え
る
の
で
す
が
し
ま
せ
ん
。
同
じ
子
ど
も
な
の

に
、
同
じ
よ
う
に
し
て
い
る
つ
も
り
な
の
で
す

が
、
何
で
で
す
か
ね
。
で
き
る
の
と
で
き
な
い
の

が
い
る
と
い
う
の
は
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、
仕

事
を
す
る
の
も
向
き
不
向
き
が
あ
る
と
思
う
の

で
、
先
ほ
ど
ど
こ
か
の
人
が
言
っ
て
い
ま
し
た

が
、
好
き
こ
そ
物
の
上
手
で
は
な
い
で
す
が
、
や

は
り
仕
事
も
興
味
が
あ
れ
ば
来
る
と
い
う
の
で
、

や
は
り
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

諏
訪　

奄
美
大
島
か
ら
は
る
ば
る
来
ま
し
た
。
何

カ
月
も
前
か
ら
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
今
日
を
待
っ

て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
の
ほ
う
も
上
は
七
十
代
が

多
く
て
、
私
が
六
十
過
ぎ
で
グ
ル
ー
プ
の
中
で
は

若
い
と
い
う
感
じ
で
や
っ
て
い
ま
す
。
若
い
人
を

呼
び
た
い
し
、
後
継
者
づ
く
り
と
い
う
の
を
す
ご

く
考
え
て
は
い
る
の
で
す
。
売
り
上
げ
が
伸
び
て

い
る
と
、
若
い
人
を
入
れ
て
そ
れ
な
り
の
賃
金
が

出
せ
ま
す
。
先
ほ
ど
白
間
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た

よ
う
に
、
好
き
だ
か
ら
入
っ
て
く
る
の
で
は
な

く
、
や
は
り
若
い
人
は
生
活
が
か
か
っ
て
い
る
の

で
、
そ
れ
な
り
の
補
助
が
あ
る
時
に
は
、
若
い
人

も
何
人
か
入
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
そ
れ
が
終
わ

る
と
や
は
り
次
の
仕
事
に
行
っ
て
し
ま
う
と
い

う
よ
う
な
繰
り
返
し
で
、
今
ま
で
や
っ
て
き
ま

し
た
。
結
局
最
後
に
残
る
の
は
、
や
は
り
前
か
ら

や
っ
て
い
た
人
だ
け
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。
す

ご
く
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
し
て
若

い
人
を
呼
び
込
ん
だ
ら
い
い
の
か
。
そ
れ
も
、
皆

さ
ん
の
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
聞
い
て
参
考
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

き
ち
ん
と
し
た
給
料
を
払
う

桑
原　

私
は
自
分
で
起
業
し
て
い
て
、
平
成
十
六

年
か
ら
ご
ま
だ
し
と
い
う
の
を
作
っ
て
い
ま
す
。

最
初
の
き
っ
か
け
は
、
魚
に
付
加
価
値
を
付
け
る

こ
と
。
そ
れ
か
ら
、
地
域
の
活
性
で
す
。
ち
ょ
う

ど
そ
の
頃
合
併
が
あ
り
、
鶴
見
と
い
う
小
さ
い
所

は
巻
き
込
ま
れ
て
、
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
ぐ

ら
い
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
一
市
八
町
村
で
合
併

し
て
、
佐
伯
市
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
鶴

見
と
い
う
言
葉
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
と
い
う
危
機
感
が
あ
っ
て
、
起
業
し

ま
し
た
。

先
ほ
ど
か
ら
皆
さ
ん
、
最
低
賃
金
を
と
か
、
年

齢
を
な
ど
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、私
た
ち
も
も
う

七
十
少
し
前
で
す
。起
業
し
た
時
は
ま
だ
若
か
っ

た
の
で
す
が
、
気
力
・
体
力
も
落
ち
て
き
た
し
、

あ
と
何
年
続
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。メ
ン
バ
ー

は
六
人
い
ま
す
が
、
五
人
が
同
じ
年
代
で
す
。
と

い
う
こ
と
は
、
も
う
生
涯
あ
と
三
年
、
四
年
し
か

な
い
わ
け
で
す
。
去
年
若
い
人
が
一
人
入
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
の
若
い
人
が
入
っ
た
と
い
う

の
は
、
実
際
経
営
的
に
は
五
人
で
で
き
る
仕
事

だ
け
れ
ど
も
、
若
い
人
を
入
れ
な
い
と
こ
の
先

が
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
少
し
無
理
を
し
て
入

れ
ま
し
た
。

最
低
賃
金
、
大
分
県
の
場
合
は
七
百
十
五
円
で

す
。
来
月
か
ら
少
し
上
が
り
ま
す
が
、
最
低
賃
金

を
今
支
払
っ
て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、
最
低

賃
金
で
働
い
て
、
私
た
ち
の
年
齢
は
年
金
が
あ
る

の
で
そ
れ
で
来
て
く
れ
ま
す
。
で
も
、
今
若
い
人

は
専
業
主
婦
が
少
な
く
な
っ
て
、
み
ん
な
働
き
に

行
っ
て
い
る
の
で
、
き
ち
ん
と
し
た
お
給
料
が
払

え
な
い
こ
と
に
は
来
て
も
ら
え
な
い
と
思
い
ま

す
。
き
ち
ん
と
し
た
給
料
が
払
え
る
た
め
に
は
、

私
た
ち
は
自
分
の
売
っ
て
い
る
物
は
も
う
少
し

売
れ
て
、
き
ち
ん
と
利
益
が
な
い
こ
と
に
は
払
え

ま
せ
ん
。

私
も
去
年
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
商
談
会
や
外
に

対
し
て
販
売
を
努
力
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
は
う

み
ひ
と
の
お
か
げ
で
、
東
京
の
商
談
会
に
も
行
き

ま
し
た
。
少
し
手
応
え
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
も
何
軒

か
あ
り
ま
す
。
帰
っ
た
ら
ま
た
違
う
商
談
会
に
も

行
き
、
東
京
の
商
談
会
に
行
っ
て
、
空
い
た
時
間

を
ぐ
る
ぐ
る
販
売
先
を
回
っ
て
、
あ
い
さ
つ
を
し

て
き
ま
し
た
。
物
が
売
れ
な
い
と
き
ち
ん
と
し
た

給
料
が
払
え
ま
せ
ん
。
給
料
を
払
え
る
よ
う
に
、

若
い
人
を
入
れ
る
た
め
に
、
今
私
は
努
力
し
て
い

ま
す
。

私
た
ち
の
年
齢
と
い
う
の
は
、
昔
か
ら
働
い
て

き
た
か
ら
働
け
る
人
も
多
い
し
、
根
性
も
あ
り
ま

す
。
た
だ
、
若
い
人
の
発
信
力
や
行
動
力
、
こ
れ

は
も
う
到
底
勝
て
な
い
の
で
、
そ
う
い
う
の
は

ど
ん
ど
ん
入
っ
て
き
て
活
躍
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。
と
言
い
な
が
ら
、
若
い
人
と
そ
う
で

な
い
人
の
一
線
は
今
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
不
思
議

な
感
じ
も
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
の
は
言
葉
と
し
て
き
れ

い
で
す
が
、
一
回
、
二
回
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
で

き
る
が
、
や
は
り
最
終
的
に
は
お
金
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
お
金
の
こ
と
を
あ
ま
り
言
う
と
品
の

い
い
話
で
は
な
い
が
、
や
は
り
最
終
的
に
は
お
金

に
な
る
か
な
ら
な
い
か
。
こ
れ
が
若
い
人
を
入
れ

る
こ
つ
で
は
な
い
か
と
、
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
世
代
が
一
緒
に

関
わ
れ
る
活
動

森
岡　

こ
ん
に
ち
は
。
北
海
道
の
八
雲
町
落
部
と

い
う
と
こ
ろ
か
ら
来
ま
し
た
、
森
岡
で
す
。
落
部

と
い
う
町
は
、
ホ
タ
テ
の
漁
が
有
名
な
と
こ
ろ

で
、
ホ
タ
テ
と
軟
白
ネ
ギ
と
い
う
ネ
ギ
を
生
産
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し
て
い
て
、
農
業
と
漁
業
が
共
同
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
半
農
半
漁
で
は
な
く
、
専
業
で
や
っ
て
い

る
農
家
さ
ん
が
多
い
で
す
。
私
も
ネ
ギ
の
農
家
の

嫁
な
の
で
す
が
、
ネ
ギ
の
パ
ー
ト
さ
ん
に
、
ホ
タ

テ
の
漁
師
の
お
嫁
さ
ん
が
来
た
り
、
ネ
ギ
の
生
産

農
家
の
お
嫁
さ
ん
が
ホ
タ
テ
の
耳
づ
り
を
手
伝
っ

た
り
、
そ
う
い
う
人
事
交
流
が
あ
り
ま
す
。
今
回

は
い
か
に
若
い
人
を
呼
び
込
む
か
と
い
う
こ
と
な

の
で
す
が
、
農
業
も
漁
業
も
大
体
問
題
は
似
た
事

が
多
い
の
で
、
私
か
ら
す
る
と
、
私
は
農
村
の
女

性
で
す
が
、
漁
村
の
女
性
と
も
共
存
し
て
い
る
よ

う
な
状
況
な
の
で
、
一
緒
に
や
れ
る
よ
う
な
こ
と

が
あ
れ
ば
い
い
か
な
と
い
う
感
じ
で
、
そ
う
い
う

事
例
が
あ
れ
ば
聞
き
た
い
と
思
っ
て
今
日
は
来
ま

し
た
。
い
ろ
い
ろ
お
金
の
問
題
な
ど
、
本
当
に
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
の
中
本
さ
ん
が
、
女
性
部
の
お
嫁

さ
ん
た
ち
も
、
若
い
女
性
も
女
性
部
に
入
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
こ
と
を
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
私

た
ち
の
と
こ
ろ
で
も
、
女
性
部
は
あ
り
ま
す
が
、

や
は
り
世
代
が
違
う
と
な
か
な
か
入
り
に
く
い

な
と
い
う
、
少
し
敷
居
が
高
い
と
い
う
か
、
結
局

六
十
代
と
い
え
ば
私
た
ち
の
お
母
さ
ん
、
お
父

さ
ん
の
世
代
の
中
に
私
が
ぽ
ん
と
潜
り
込
ん
で

も
、
意
見
が
出
せ
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
考

え
る
と
、
も
う
少
し
世
代
が
変
わ
る
ま
で
待
と
う

か
な
と
思
っ
た
り
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
で
も
、
実
際
に
は
や
は
り
高
齢
化
が
進
ん
で

い
た
り
、
人
も
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、

で
き
れ
ば
下
野
さ
ん
た
ち
の
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ

な
世
代
の
人
が
そ
う
い
う
の
に
関
わ
っ
て
い
け
る

の
が
理
想
的
か
な
と
思
っ
て
、
少
し
ま
た
女
性
グ

ル
ー
プ
に
声
を
掛
け
て
み
よ
う
か
な
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

関　

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
実

は
、
今
回
シ
ン
ポ
の
初
め
て
の
試
み
な
の
で
す

が
、
託
児
所
を
や
っ
て
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
を
連

れ
て
も
来
ら
れ
る
会
に
し
た
い
と
い
う
こ
と
で

や
り
ま
し
た
。
森
岡
さ
ん
は
そ
こ
に
、
今
日
お
子

さ
ん
を
預
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
後
に
パ
ネ
ラ
ー
の
方
に
一
言
ず
つ
お
話
を
伺

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

世
代
を
超
え
た
会
話
、
交
流

中
本　

今
頃
の
年
に
な
っ
た
か
ら
思
う
の
か
な
と

思
う
の
で
す
が
、
や
は
り
年
齢
を
重
ね
た
人
と
、

若
い
人
と
は
、
昔
の
家
庭
の
ほ
う
が
部
会
と
か
市

区
町
内
会
に
し
ろ
、
子
ど
も
会
に
し
ろ
、
参
加
し

て
い
た
と
思
う
の
で
す
。
お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
舅
姑
が
お
ら
れ
て
、
自
分
の
家

の
中
だ
け
れ
ど
も
、
若
い
方
の
意
見
が
な
か
な
か

通
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
で

す
か
ら
、
若
い
人
た
ち
は
、
そ
の
町
内
会
の
婦
人

会
に
し
ろ
、
お
寺
の
婦
人
会
に
し
ろ
、
い
ろ
い
ろ

な
女
性
部
に
し
ろ
、
自
分
た
ち
の
意
見
に
合
っ
た

人
と
出
会
お
う
と
思
っ
た
ら
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ

に
参
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
家
に
い
て

も
、
お
義
母
さ
ん
の
意
見
し
か
耳
に
入
っ
て
こ
な

い
で
す
か
ら
。
で
も
、
今
は
核
家
族
に
な
っ
て
い

る
か
ら
、
若
い
人
だ
ろ
う
が
何
だ
ろ
う
が
、
自
分

の
家
庭
は
自
分
の
意
見
そ
の
ま
ま
で
動
い
て
い
る

よ
う
な
も
の
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
パ
ー
ト
ナ
ー
に

も
よ
る
で
し
ょ
う
け
れ
ど
。
で
す
か
ら
、
わ
ざ
わ

ざ
出
か
け
て
行
っ
て
、
年
を
重
ね
た
人
の
意
見
を

聞
く
必
要
も
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
で
も
、
若
い
人
の
方
か
ら
年
齢
の
違
う
人

の
と
こ
ろ
に
行
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
話
を
聞
く
こ

と
も
、
放
っ
て
お
い
て
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
な
に
か
役
に
立
つ
と
い
う
か
、
身
に
な

る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
私

た
ち
も
若
い
人
た
ち
に
声
を
か
け
て
、
話
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

世
代
交
代
で
若
手
に
任
せ
て
い
く

藪　

私
は
ず
っ
と
今
ま
で
、
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く

ま
で
働
い
て
き
た
つ
も
り
で
す
。
少
し
体
力
も
な

く
な
っ
て
き
た
か
な
と
思
い
だ
し
て
き
た
の
で
、

一
時
間
で
も
二
時
間
で
も
早
く
仕
事
を
終
わ
る

よ
う
に
し
て
、
若
い
人
た
ち
に
だ
ん
だ
ん
任
せ
て

い
っ
て
、
今
度
は
手
伝
う
ほ
う
に
回
ろ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
、
仕
事
は
す
る
つ
も
り
で
す
が
、

徐
々
に
若
い
人
た
ち
に
譲
っ
て
い
こ
う
と
、
世
代

交
代
を
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

下
野　

女
性
部
に
若
い
方
が
参
加
し
て
く
れ
な

い
と
か
、
若
い
方
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
聞

い
て
す
ご
く
実
感
と
し
て
私
も
思
い
ま
し
た
。
私

の
と
こ
ろ
も
例
に
漏
れ
ず
に
、
嫁
問
題
が
深
刻
で

す
。
若
い
方
だ
け
で
は
な
く
、
六
十
代
、
七
十
代

で
も
こ
の
ま
ま
独
身
で
死
ん
で
い
く
の
で
は
な
い

か
と
い
う
よ
う
な
、
本
当
に
見
て
い
て
切
な
く
な

る
よ
う
な
。
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
も
ど
う
な
の
か
、

う
ち
の
と
こ
ろ
は
こ
う
い
う
や
り
方
を
し
た
ら
嫁

が
た
く
さ
ん
来
た
と
か
、
い
い
方
法
が
あ
れ
ば
教

え
て
も
ら
い
た
い
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。（
拍
手
）

み
ん
な
で
ト
ー
ク
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漁
村
女
性
グ
ル
ー
プ
の
連
携

香
取　

全
国
女
性
連
は
来
年
六
十
周
年
を
迎
え
ま

す
。
今
の
私
の
夢
は
、
マ
ル
シ
ェ
の
よ
う
な
も
の

を
や
っ
て
み
た
い
な
と
い
う
も
の
で
す
。
皆
さ
ん

加
工
や
食
堂
な
ど
を
や
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
と

き
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。（
拍
手
）

漁
村
で
働
き
た
い
若
手
を

ど
う
巻
き
込
ん
で
い
け
る
か

副
島　

私
は
水
産
大
学
校
と
い
う
と
こ
ろ
で
講
師

を
し
て
い
ま
す
。
最
近
、
漁
村
女
性
起
業
の
よ
う

な
と
こ
ろ
で
働
け
る
も
の
な
ら
働
き
た
い
と
い
う

女
子
学
生
が
結
構
出
て
き
て
い
る
な
と
い
う
の
を

実
感
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
今
日
も
あ
っ
た
よ
う

に
、
自
分
も
自
活
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い

の
で
、
沢
山
で
な
く
て
い
い
け
れ
ど
、
や
は
り
最

低
限
生
活
で
き
る
だ
け
の
お
給
料
は
も
ら
え
な
い

と
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
泣
く
泣
く
諦
め
た
よ
う

な
女
子
学
生
も
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
活
動
を
魅
力

的
だ
と
思
っ
て
働
き
た
い
と
思
う
若
い
子
は
確

実
に
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
子
た
ち
を
ど
う
巻
き

込
ん
で
い
け
る
か
、
取
り
込
ん
で
い
け
る
か
と
い

う
の
は
、
本
当
に
考
え
る
べ
き
課
題
だ
と
今
日
お

話
を
伺
い
な
が
ら
感
じ
ま
し
た
。

も
う
一
つ
。
私
の
中
で
今
日
一
番
ヒ
ッ
ト
し
た

言
葉
は
、下
野
さ
ん
が
最
初
に
言
っ
て
い
た「
暗
示

に
か
け
る
」と
い
う
言
葉
で
す
。い
ろ
い
ろ
な
と
こ

ろ
で
、
自
分
自
身
に
も
暗
示
を
か
け
な
が
ら
や
っ

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
今
か
ら

暗
示
に
か
か
っ
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
と
こ
れ
か

ら
も
キ
ラ
キ
ラ
頑
張
り
ま
す
。
来
年
ま
た
、う
み
・

ひ
と
・
く
ら
し
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
元
気
な
お
顔

で
会
え
る
よ
う
に
、
こ
こ
で
暗
示
を
か
け
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

関　

皆
さ
ん
、
本
当
に
長
時
間
ど
う
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
何
と
も
ま
と
ま
り
が
な
い
で

す
が
、
大
事
な
こ
と
は
た
く
さ
ん
出
て
き
た
か
な

と
思
い
ま
す
。
私
が
今
日
す
ご
く
心
に
残
っ
て
い

る
の
は
、
世
代
を
超
え
た
交
流
を
す
る
と
い
う
こ

と
が
、
地
域
や
漁
業
を
こ
れ
か
ら
も
維
持
・
発
展

さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
世
代
が
違
え
ば
、
多
分
お
金
の
意
味
も

仕
事
の
意
味
も
違
う
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
だ

け
れ
ど
も
、
地
域
へ
の
思
い
や
漁
業
な
ど
に
対

す
る
、
自
分
の
仕
事
に
対
す
る
思
い
な
ど
は
非

常
に
共
通
す
る
部
分
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う

こ
と
も
、
皆
さ
ん
の
お
話
の
中
か
ら
身
に
染
み
ま

し
た
。
若
い
人
は
若
い
人
の
技
術
や
工
夫
が
あ
る

し
、
年
配
の
人
は
年
配
の
人
な
り
の
技
術
や
知
恵

を
持
っ
て
い
る
の
で
、
お
互
い
の
な
い
と
こ
ろ
を

補
い
な
が
ら
、
も
う
少
し
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
、
年
配
の

人
も
若
い
人
も
、
地
域
の
宝
だ
し
資
源
だ
と
思
う

の
で
、
そ
う
い
う
気
持
ち
で
お
互
い
を
認
め
合
い

な
が
ら
一
緒
に
や
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
た
ら
い

い
な
と
思
い
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
は
、
先
ず
は
『
う
み
・

ひ
と
・
く
ら
し
通
信
』
で
な
る
べ
く
早
く
発
信
し

よ
う
と
思
い
ま
す
。
皆
様
に
も
お
送
り
で
き
る
と

思
う
の
で
、
そ
れ
を
読
み
返
し
な
が
ら
、
自
分
の

地
域
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
何
か
新
た
な
動
き
や

チ
ャ
レ
ン
ジ
に
結
び
付
け
て
い
く
き
っ
か
け
に
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

今
日
は
長
時
間
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。（
拍
手
）
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司
会　

横
田
さ
ん
、
大
勢
の
女
性
の
前
で
し
ゃ

べ
る
の
が
恥
ず
か
し
い
と
、
す
ご
く
緊
張
さ
れ
て

い
た
の
で
す
が
、
今
日
は
準
備
万
端
で
や
る
気

満
々
の
よ
う
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

和
歌
浦
と
の
出
会
い
は
十
九
年
前

横
田　

僕
は
今
か
ら
十
九
年
前
の
高
校
三
年
の
夏

に
小
学
校
の
先
輩
か
ら
、
片
男
波
海
水
浴
場
の
海

の
家
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
紹
介
さ
れ
、
初
め
て
こ
の

和
歌
浦
に
来
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
僕
は
こ
の

対
岸
の
有
田
の
下
津
と
い
う
行
き
止
ま
り
の
村
で

育
ち
ま
し
た
の
で
和
歌
山
に
こ
ん
な
に
人
が
集
ま

る
所
が
あ
る
の
だ
と
い
う
の
が
和
歌
浦
の
印
象
で

し
た
。
毎
日
が
忙
し
く
、
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん

や
漁
師
の
人
々
と
出
会
い
、
人
と
触
れ
合
う
楽
し

さ
や
温
か
さ
を
そ
の
時
に
覚
え
た
と
思
い
ま
す
。

高
校
卒
業
後
は
、
建
築
・
土
木
会
社
の
現
場
監

督
と
し
て
三
年
間
働
き
、
土
木
作
業
や
デ
ス
ク

ワ
ー
ク
を
覚
え
ま
し
た
。
そ
の
時
に
現
場
監
督
を

し
て
い
な
か
っ
た
ら
、
今
の
自
分
は
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
現
場
監
督
で
得
た
補
助
事
業
な
ど
の

書
類
作
成
の
知
識
は
今
で
も
活
用
で
き
る
ス
キ
ル

で
す
。

そ
の
仕
事
を
辞
め
た
理
由
の
ひ
と
つ
が
、
現
組

合
長
の
お
父
さ
ん
に
バ
ッ
チ
網
に
乗
っ
て
み
な

い
か
と
誘
わ
れ
た
こ
と
で
す
。
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
結
婚
も
し
ま
し
た
し
、
元
々
実
家
が
海
運
業
を

営
ん
で
い
た
の
で
問
題
な
く
転
職
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
漁
師
に
な
っ
て
十
三
年
目
で
す
。

僕
が
漁
業
に
入
っ
た
当
時
、
こ
の
和
歌
浦
に

は
優
し
い
漁
師
さ
ん
が
た
く
さ
ん
い
て
、
漁
師

の
仕
事
を
全
然
知
ら
な
か
っ
た
僕
に
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。
彼
ら
に
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
が

財
産
と
な
り
、
今
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
彼
ら

は
、
海
の
家
で
ア
ル
バ
イ
ト
し
て
い
た
時
の
ス

タ
ッ
フ
で
し
た
。
組
合
員
が
海
の
家
を
や
っ
て

い
た
の
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
活
動

－

駄
目
で
元
々
、
で
も
が
ん
ば
る

－

漁
師
を
始
め
た
と
き
、
和
歌
浦
で
は
観
光
遊
覧

船
と
地
曳
網
も
や
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
地
曳

網
が
忙
し
か
っ
た
の
で
遊
覧
船
は
運
行
で
き
ず
、

ま
た
、
維
持
費
ば
か
り
か
か
っ
て
い
た
の
で
、
廃

業
の
話
が
出
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
和
歌
浦
の

景
色
は
最
高
に
き
れ
い
な
の
で
す
。
そ
れ
を
多
く

の
人
に
見
て
も
ら
い
た
い
と
廃
業
す
る
遊
覧
船
を

譲
り
受
け
て
、
僕
が
主
と
な
っ
て
運
航
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
廃
業
を
考
え
て
い
た
遊
覧
船
事
業

な
の
で
、
駄
目
で
元
々
で
す
。
今
も
そ
れ
を
続
け

て
い
ま
す
。

そ
の
時
、
海
運
局
や
観
光
協
会
、
ホ
テ
ル
・
旅

館
を
走
り
回
っ
て
営
業
し
て
い
た
の
で
す
が
、
後

か
ら
話
を
聞
く
と
こ
の
和
歌
浦
と
い
う
の
は
、
漁

師
と
旅
館
・
ホ
テ
ル
が
あ
ま
り
仲
が
良
く
な
か
っ

た
そ
う
で
す
。
僕
は
全
然
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
漁
師
の
人
が
頭
を
下
げ
て
営
業
に
来
て
く
れ

た
と
い
う
こ
と
で
、
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
く
れ
ま

し
た
。
運
航
開
始
は
正
月
の
三
が
日
で
、
観
光
協

会
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
取
材
を
取
り
付
け
て
く
れ
ま
し

た
。
す
る
と
日
に
百
余
の
人
が
こ
の
何
も
な
い
所

に
寒
い
な
か
足
を
運
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
時

に
乗
っ
て
く
れ
た
お
客
さ
ん
の
言
葉
、「
や
っ
ぱ
、

景
色
最
高
や
」「
頑
張
れ
よ
」
で
、
こ
こ
ま
で
頑
張

れ
た
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

地
曳
網
の
後
に
は
、
獲
れ
た
魚
を
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
や
刺
身
に
し
ま
す
。
今
ま
で
魚
嫌
い
だ
っ

た
子
が
一
番
前
に
座
っ
て
刺
身
を
バ
ク
バ
ク
食

べ
て
い
る
姿
を
見
る
と
、
頑
張
っ
て
良
か
っ
た
な

と
思
い
ま
す
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
人
と
の
つ

な
が
り
と
と
も
に
自
分
の
頑
張
り
を
見
て
周
り

の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
き
て
く
れ
た
の
か
な
と

思
い
ま
す
。

最
近
、
和
歌
浦
で
は
シ
ラ
ス
の
加
工
見
学
や
職

場
体
験
を
す
る
小
学
生
や
中
学
生
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
勉
強
会
も
開
い
て
い
ま
す
。
シ
ラ

ス
の
水
揚
げ
を
見
て
も
ら
っ
た
り
、
船
の
装
置
や

シ
ラ
ス
の
獲
り
方
な
ど
を
教
え
た
り
し
ま
す
。
シ

ラ
ス
加
工
場
の
見
学
で
は
、
生
の
シ
ラ
ス
と
釜
揚

げ
シ
ラ
ス
を
食
べ
て
違
い
を
実
感
し
て
も
ら
う
な

ど
、
シ
ラ
ス
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
機
会
を
増

や
し
て
い
ま
す
。

三
年
前
か
ら
水
産
庁
の
水
産
多
面
的
機
能
発
揮

事
業
対
策
等
の
事
業
（
こ
れ
以
降
、「
多
面
的
事

業
」
と
表
記
）
に
よ
り
、
和
歌
浦
干
潟
を
僕
た
ち

で
管
理
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
子
供
た
ち

と
一
緒
に
干
潟
で
観
察
会
や
稚
魚
の
放
流
を
や
っ

て
い
ま
す
。
魚
と
触
れ
合
い
泥
ん
こ
に
な
り
な
が

ら
走
り
回
る
干
潟
で
の
遊
び
や
学
び
を
通
し
て
、

初
め
て
分
か
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
身
近
に
あ
る
自
然
の
大
切
さ
を
皆
さ
ん

に
伝
え
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

うみ・ひと・くらしフォーラム

〝
や
ぶ
新
〞
は
、
和
歌
山
市
和
歌
浦
で
漁
業
、
シ
ラ
ス
加
工
・
販
売
、
地
曳
網
体
験
、
観
光
遊
覧
船
等
、
色
々
活
動
し
て
い
る
経
営
体
で
す
。

横
田
邦
雄
さ
ん(

三
十
七
歳)

は
、
娘
婿
と
し
て｢

や
ぶ
新｣

に
新
規
参
入
。
横
田
さ
ん
に｢

や
ぶ
新｣

や
ご
自
身
の
取
り
組
み
の
ご
紹
介
、

若
手
と
し
て
の
思
い
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
お
話
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
シ
ラ
ス
加
工
場
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

多
角
経
営
で
地
元
水
産
業
を
盛
り
上
げ
る司

会
進
行
：
副
島 

久
実
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資
源
を
活
か
し
て
地
域
や
組
合
の

課
題
に
も
取
り
組
む

今
で
は
漁
師
は
獲
る
だ
け
で
な
く
、
計
画
的
に

休
業
日
を
決
め
て
管
理
型
漁
業
を
し
育
て
る
漁
業

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
水
は
山
か
ら
川
・

海
へ
と
流
れ
て
く
る
の
で
、
森
林
が
大
切
で
あ
る

こ
と
を
皆
さ
ん
に
伝
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

努
力
に
よ
り
、
自
然
の
恵
み
を
絶
や
す
こ
と
な
く

増
や
し
、
次
世
代
に
残
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

和
歌
浦
干
潟
に
は
ア
サ
リ
や
ハ
マ
グ
リ
、
カ
キ

の
資
源
が
あ
る
の
で
す
が
、
減
少
し
て
い
る
こ
と

か
ら
潮
干
狩
り
の
復
活
を
目
指
し
、
若
者
が
中
心

と
な
り
つ
つ
組
合
員
一
同
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

保
護
ネ
ッ
ト
の
設
置
や
ア
サ
リ
等
を
食
べ
る
ツ

メ
タ
ガ
イ
の
駆
除
に
コ
ツ
コ
ツ
と
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
少
し
ず
つ
で
す
が
増
え
て
き
て
い
る
よ

う
で
す
。

そ
の
他
に
も
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
な
ど
、
組

合
や
和
歌
浦
地
区
と
し
て
多
く
の
問
題
も
あ
り

ま
す
。
和
歌
山
県
や
和
歌
山
市
の
人
た
ち
な
ど
多

く
の
方
の
知
恵
を
借
り
て
、
今
後
に
つ
い
て
考
え

て
い
ま
す
。和
歌
浦
干
潟
の
ア
サ
リ
、ハ
マ
グ
リ
、

カ
キ
と
、
和
歌
浦
に
は
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
の
海

産
物
が
眠
っ
て
い
る
と
自
分
で
は
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
一
つ
一
つ
を
収
入
源
に
し
、
そ
の
収

入
を
増
や
し
て
若
い
人
た
ち
が
生
活
し
や
す
い

漁
業
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

こ
の
和
歌
浦
に
は
、
お
っ
と
っ
と
広
場
や
、
東

照
宮
、
天
満
宮
、
片
男
波
海
水
浴
場
が
あ
り
、
最

高
の
景
色
や
新
鮮
な
魚
が
あ
り
ま
す
。
祭
り
で
は

和
歌
祭
や
潮
ま
つ
り
等
が
あ
り
ま
す
し
、
そ
し
て

今
年
は
日
本
遺
産
「
絶
景
の
宝
庫　

和
歌
の
浦
」

に
も
認
定
さ
れ
、
観
光
も
充
実
し
て
き
て
い
ま

す
。
で
す
か
ら
、
漁
港
だ
け
で
は
な
く
和
歌
浦
地

区
が
一
丸
と
な
っ
て
、
漁
業
と
観
光
の
二
つ
を
基

盤
に
し
て
多
く
の
人
た
ち
を
呼
び
込
ん
で
い
き
、

担
い
手
と
な
る
若
手
を
多
く
育
て
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
以
上
で
す
。（
拍
手
）

質
疑
応
答

司
会　

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
横

田
さ
ん
の
お
話
、
皆
さ
ん
に
す
ご
く
伝
わ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
和
歌
浦
は
優
し
い
人
ば
か
り
で
と
い

う
の
は
本
当
で
す
か
。

横
田　

い
や
、
実
際
に
見
て
も
ら
う
の
が
一
番
早

い
と
思
う
の
で
す
が
、
見
た
目
は
少
し
悪
い
の
で

す
が
、
入
っ
て
し
ま
う
と
皆
さ
ん
優
し
い
人
ば
か

り
で
、
最
初
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
全
然
違
い
ま
す
。

司
会　

高
校
生
の
時
に
海
の
家
で
ア
ル
バ
イ
ト
を

し
た
こ
と
が
、
や
は
り
そ
の
後
の
横
田
さ
ん
の
進

路
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

横
田　

大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
資
源

－

貝
や
シ
ラ
ス

－
Ａ　

三
重
県
の
者
で
す
が
、
う
ち
も
貝
や
ハ
マ
グ

リ
な
ど
を
育
て
て
い
る
の
で
す
が
、
貝
を
育
て
る

活
動
の
様
子
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

横
田　

一
応
発
生
し
て
い
る
の
で
す
が
、
食
害
が

多
く
数
が
あ
ま
り
増
え
て
い
な
い
の
が
実
際
の
よ

う
で
す
。
今
ま
で
三
年
間
は
勉
強
と
い
う
感
じ
で

や
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
の
で
、
今
年
ぐ
ら
い
か

ら
動
き
だ
し
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｂ　

水
産
祭
り
の
時
な
ど
生
シ
ラ
ス
は
も
の
す
ご

く
人
気
が
あ
る
の
で
す
が
、
関
西
の
ほ
う
で
は
意

外
と
生
は
売
れ
な
い
と
聞
い
た
の
で
す
が
、
ど
う

な
の
で
し
ょ
う
か
。

横
田　

僕
ら
も
静
岡
の
生
シ
ラ
ス
を
見
に
行
き
、

生
を
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
人
気
は
あ
る

の
で
す
が
、
ク
ラ
ゲ
が
少
し
で
も
入
る
と
、
人
が

胃
の
中
の
物
を
全
部
戻
す
よ
う
な
怖
い
こ
と
も
あ

る
の
で
、
鮮
度
が
い
い
品
物
の
時
で
な
い
と
出
し

ま
せ
ん
。
た
だ
、
生
も
お
い
し
い
の
で
す
が
、
加

工
屋
も
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
立
場
か
ら
は
、

や
は
り
湯
が
き
た
て
の
ヌ
ク
ヌ
ク
の
シ
ラ
ス
が
シ

ラ
ス
の
中
で
一
番
お
い
し
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

新
鮮
な
目
で
地
区
を
み
る
大
切
さ

Ｃ　

他
所
か
ら
来
て
く

れ
る
人
の
目
線
や
感
じ

方
が
違
う
と
い
う
こ
と

が
、
す
ご
く
重
要
な
の

が
分
か
り
ま
し
た
。
私

た
ち
も
そ
ん
な
目
を
持

ち
、
自
分
た
ち
の
地
区

の
い
い
と
こ
ろ
を
探
す

こ
と
が
必
要
な
の
で
す

ね
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

横
田　

こ
こ
へ
来
て
新

し
い
と
い
う
か
、田
舎
に

は
な
か
っ
た
も
の
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
自

分
で
楽
し
め
な
い
と
人

に
教
え
ら
れ
な
い
の
か

な
と
、
ま
ず
自
分
が
体

験
し
た
り
子
ど
も
た
ち

と
海
に
潜
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、

皆
さ
ん
に
そ
の
楽
し
い

こ
と
を
伝
え
る
と
い
う

の
が
一
番
伝
わ
り
や
す

い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

Ｃ　

や
は
り
、
若
い
人

は
行
動
が
違
う
よ
う
で
す
ね
。
私
は
現
実
を
見
過

ぎ
て
楽
し
ん
で
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
少

し
目
線
を
変
え
よ
う
か
と
思
い
ま
す
。

横
田　

僕
ら
も
お
金
が
か
か
る
こ
と
は
あ
ま
り

し
ま
せ
ん
が
、
い
ま
持
っ
て
い
る
も
の
を
活
か
し

て
で
き
る
も
の
が
あ
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
第
一
歩
を
踏
み
だ

す
こ
と
が
難
し
い
で
す
ね
。
周
り
が
付
い
て
き
て

く
れ
な
い
と
そ
れ
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
皆
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多
角
経
営
で
地
元
水
産
業
を
盛
り
上
げ
る

の
意
識
が
高
ま
っ
て
き
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

司
会　

和
歌
浦
は
、
同
じ
世
代
ぐ
ら
い
の
仲
間
が

結
構
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
か
。

横
田　

そ
う
で
す
ね
。
和
歌
山
県
の
な
か
で
は
若

い
人
が
多
い
地
区
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
地
区
で

は
僕
は
若
い
方
か
ら
五
番
目
ぐ
ら
い
で
す
。
僕
よ

り
年
上
の
人
を
引
っ
張
る
の
が
難
し
い
で
す
。
上

の
人
に
動
い
て
も
ら
わ
な
い
と
改
善
し
に
く
い
の

で
、
い
ろ
い
ろ
と
仕
掛
け
て
い
ま
す
。

Ｄ　

外
か
ら
来
た
人
が
、
新
し
い
視
点
で
地
元
の

人
が
気
づ
い
て
い
な
い
観
光
資
源
や
食
べ
物
に
気

づ
い
て
、
こ
れ
が
い
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
発
信

し
て
い
っ
た
と
思
う
の
で
す
が
、
地
元
で
は
価
値

が
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
な
い
も
の
に
価
値
が
あ
る

こ
と
を
、
地
元
の
人
に
伝
え
る
方
法
は
ど
う
さ
れ

ま
し
た
か
。
地
元
の
人
は
は
じ
め
絶
対
に
受
け
入

れ
な
い
と
思
う
の
で
す
。

横
田　

や
は
り
自
分
が
動
く
の
が
一
番
速
い
と

思
い
ま
す
。
作
っ
て
食
べ
て
も
ら
う
の
は
そ
の

漁
師
の
人
た
ち
で
は
な
く
一
般
の
お
客
さ
ん
な

の
で
、
一
回
そ
れ
を
出
し
、
お
客
さ
ん
が
「
お
い

し
い
」
と
言
え
ば
、
多
分
嫌
で
も
分
か
っ
て
く
れ

る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
利
益
に
つ
な

が
る
よ
う
な
形
に
し
て
い
け
ば
、
年
上
の
人
た

ち
は
つ
い
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
売
れ
な
く
て

も
駄
目
元
な
の
で
、
動
く
こ
と
が
大
事
か
と
思

い
ま
す
。

司
会　

そ
う
は
い
っ
て
も
、
な
か
な
か
そ
の
一
歩

が
踏
み
だ
せ
な
い
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

辺
り
、
横
田
さ
ん
は
ス
ル
ッ
と
や
っ
て
い
る
よ
う

な
感
じ
が
す
る
の
で
す
が
、
な
ぜ
で
す
か
。

横
田　

そ
の
人
た
ち
に
ギ
ャ
フ
ン
と
言
わ
せ
た
い

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
言
っ
て
い
た
こ

と
は
実
は
違
う
の
だ
と
い
う
こ
と
を
言
え
た
ら
、

う
れ
し
い
と
い
う
か
。

司
会　
「
俺
、
や
っ
た
ぜ
」
と
い
う
か
。

横
田　

そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
を
目
指
し
て
い
る
の

で
す
が
、
駄
目
だ
っ
た
ら
若
い
か
ら
甘
え
ら
れ
る

と
い
う
か
、「
駄
目
だ
っ
た
」
と
言
え
ば
済
む
か
な

と
い
う
感
じ
で
や
っ
て
い
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト

－

人
を
集
め
る
の
は
難
し
い

－

Ｅ　

こ
の
施
設
そ
の
も
の
は
、
ど
う
い
う
経
緯
で

造
ら
れ
た
の
で
す
か
。

横
田　

僕
は
施
設
の
経
緯
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
た

だ
、
イ
ベ
ン
ト
の
始
ま
り
は
、
和
歌
浦
に
人
を
集

め
る
の
が
難
し
い
の
で
最
初
は
自
分
の
工
場
に
底

曳
網
の
魚
を
持
っ
て
き
て
販
売
し
た
ら
地
域
の
人

が
集
ま
っ
て
く
れ
た
と
い
う
も
の
で
す
。
次
第
に

シ
ラ
ス
祭
り
な
ど
の
祭
り
に
つ
な
が
っ
た
の
か

な
と
思
い
ま
す
。
や
は
り
人
を
集
め
る
こ
と
が
難

し
か
っ
た
で
す
。
一
生
懸
命
に
や
っ
て
い
る
こ
と

で
皆
さ
ん
が
来
て
く
れ
、
続
い
て
い
る
の
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。

Ｅ　

イ
ベ
ン
ト
を
す
る
時
に
は
、
他
の
農
産
物
な

ど
と
も
連
携
す
る
の
で
す
か
。

横
田　

そ
う
で
す
ね
。
賑
や
か
に
し
て
も
ら
お
う

と
、
他
の
底
曳
き
さ
ん
に
も
魚
を
直
売
を
し
て
も

ら
っ
た
り
、
地
区
の
店
の
何
軒
か
に
も
販
売
に
出

て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
近
く
の
東
照
宮
で

行
わ
れ
る
和
歌
祭
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
そ
の
前

夜
祭
的
な
感
じ
で
や
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

司
会　

朝
市
の
頻
度
は
ど
う
で
す
か
。

横
田　

大
き
な
祭
り
自
体
は
、
五
月
に
こ
の
和

歌
祭
の
前
夜
祭
と
し
て
一
回
や
り
ま
す
。
そ
れ

と
、
十
一
月
三
日
も
日
に
ち
固
定
で
、
シ
ラ
ス
祭

り
を
や
り
ま
す
。
年
配
者
に
よ
れ
ば
、
十
一
月
の

シ
ラ
ス
が
一
番
お
い
し
く
、
た
く
さ
ん
獲
れ
る
と

い
う
こ
と
で
こ
の
日
に
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

た
だ
、
現
時
点
で
は
シ
ラ
ス
が
そ
の
時
も
あ
ま
り

量
が
な
く
厳
し
い
で
す
。
珍
し
い
の
は
、
シ
ラ
ス

屋
さ
ん
が
八
軒
並
ん
で
販
売
す
る
こ
と
で
す
。
多

分
、
他
の
シ
ラ
ス
屋
さ
ん
は
嫌
が
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
シ
ラ
ス
の
味
比
べ
が
で
き
お
客
さ
ん

に
は
喜
ん
で
も
ら
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

司
会　

隣
近
所
の
売
れ
行
き
が
気
に
な
り
ま

す
ね
。

横
田　

と
て
も
気
に
な
り
ま
す
。
た
だ
、
う
ち
は

新
鮮
な
ま
ま
食
べ
て
も
ら
い
た
い
の
で
、
冷
凍
せ

ず
に
冷
蔵
だ
け
で
販
売
し
他
と
違
う
ス
タ
イ
ル
で

す
。
冷
蔵
品
の
傷
み
を
避
け
、
販
売
時
間
の
早
い

段
階
で
つ
く
だ
煮
な
ど
の
違
う
製
品
に
商
品
を
切

り
替
え
て
い
る
の
で
、
シ
ラ
ス
が
な
い
こ
と
が
多

い
の
で
す
。
僕
ら
は
そ
れ
を
売
り
に
し
て
い
ま
す
。

な
い
と
き
は
な
い
け
ど
、
そ
の
分
、
お
い
し
い
時

に
お
い
し
い
物
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
気

持
ち
で
す
。

若
い
人
を
巻
き
込
む

Ｆ　

多
面
的
事
業
の
取
り
組
み
や
お
祭
り
な
ど
を

す
る
時
に
、
主
体
に
な
っ
て
い
る
人
た
ち
は
青
年

部
さ
ん
で
す
か
。
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横
田　

多
面
的
事
業
は
青
年
部
が
中
心
と
な
っ
て

行
い
、
僕
が
書
類
の
と
り
ま
と
め
や
段
取
り
を
や

ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
シ
ラ
ス
祭
り
な
ど
の

祭
り
事
は
ベ
イ
サ
イ
ド
さ
ん
が
運
営
し
ま
す
。
僕

も
役
に
入
っ
て
い
ま
す
が
。

Ｆ　

若
い
人
を
巻
き
込
む
時
に
、
き
っ
か
け
に
な

る
組
織
み
た
い
な
も
の
は
あ
る
の
で
す
か
。

横
田　

補
助
事
業
の
多
面
的
事
業
が
あ
っ
た
か
ら

ま
と
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
。
本
当
は
補
助
を
受
け

ず
に
自
分
た
ち
で
獲
っ
て
販
売
・
運
営
す
る
こ
と

が
目
標
で
す
。
し
か
し
、
人
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ

ど
多
様
な
意
見
が
あ
り
、
ま
と
め
る
の
が
難
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
本　

底
曳
き
さ
ん
と
か
船
曳
き
さ
ん
を
合
わ
せ

て
、
い
ま
そ
う
い
う
こ
と
を
な
さ
っ
て
い
る
若
い

方
は
、
何
名
ぐ
ら
い
で
す
か
。

横
田　

和
歌
浦
の
船
曳
網
漁
業
は
三
統
だ
け
で

す
。
そ
の
中
の
だ
い
た
い
十
一
名
が
青
年
部
で
常

に
動
い
て
い
ま
す
が
、
構
成
員
に
は
、
組
合
員
の

皆
さ
ん
に
入
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
や
は
り
、

組
合
全
体
で
頑
張
ら
な
い
と
駄
目
か
な
と
い
う
の

も
あ
る
の
で
。

中
本　

若
い
方
十
一
人
の
な
か
に
、
船
曳
網
さ
ん

三
統
の
主
立
っ
た
経
営
者
の
人
も
入
っ
て
い
ま

す
か
。

横
田　

二
人
入
っ
て
い
ま
す
。

中
本　

自
分
の
商
売
を
し
て
い
る
と
、
獲
れ
て
い

る
時
は
地
域
の
こ
と
や
漁
業
の
こ
と
に
も
気
を
配

る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
け
れ
ど
も
、
大
変
な

と
き
は
自
分
の
仕
事
を
優
先
さ
せ
て
し
ま
う
と
思

い
ま
す
。
大
変
な
と
き
に
も
、
地
域
の
こ
と
に
目

を
向
け
て
一
緒
に
や
っ
て
く
れ
る
人
が
近
く
に
い

る
と
い
う
の
は
、
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

横
田　

そ
う
で
す
ね
。
た
だ
、
い
ま
僕
が
会
議
と

か
出
て
段
取
り
も
全
部
組
む
よ
う
な
感
じ
に
な
っ

て
い
て
、
実
際
、
三
統
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
や
っ
て
い
ま
す
。
段
取
り
を
組
む
の
が
僕
な
の

で
、
融
通
を
利
か
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
う
ま
く
い
か
な
い
時
も
多
々
あ
り

ま
す
。
そ
の
時
に
は
、
や
ら
な
い
か
他
の
人
に
任

せ
る
か
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
僕
と
違
う
人
に

段
取
り
を
し
て
も
ら
う
と
、
時
間
調
整
が
難
し
い

か
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

年
長
者
を
巻
き
込
む

Ｇ　

年
上
の
方
た
ち
の
巻
き
込
み
や
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
の
声
の
掛
け
方
な
ど
で
は
、
ど
の
よ
う

な
工
夫
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

横
田　

甘
え
る
と
い
う
こ
と
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う

か
。
若
い
僕
た
ち
は
知
ら
な
い
こ
と
を
逆
手
に
と

り
、「
や
っ
て
よ
」
と
い
う
感
じ
で
。
先
輩
は
僕
た

ち
よ
り
知
識
が
豊
富
な
の
で
、
一
歩
動
き
出
す
と

ス
ッ
と
や
っ
て
く
れ
ま
す
。
た
だ
、
そ
れ
が
通
用

し
な
い
人
も
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
だ
け
が
正
解
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

司
会　

昨
日
の
下
野
さ
ん
は
「
暗
示
を
か
け
る
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
「
あ
な
た
の
力
が
必
要

な
ん
で
す
よ
」
と
さ
さ
や
く
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
し
た
が
。

司
会　

素
敵
な
キ
ー
ワ
ー
ド
が
ち
り
ば
め
ら
れ
た

お
話
で
し
た
ね
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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